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地震 内 往々 則 


本 創 は 地震 お よび これ に 開 連 する 諸 現 象 並 びに に 開 す る 知識 を 交換 。 普及 し 震 
火災 防 正 に 貢献 する こと を 目的 と する ・ 
本 會 は 地震 台 會 と 租 し て , 事物 所 を 営 分 の 間 , 東京 大 了 理 胡 部 地球 物理 英才 室 内 に 
30 し 
本 剣 は その 目的 を 達する た め 下 記 の 事業 を 行う 。 
(1i) 通常 0 (ji) 皿 術 講演 和信. 
Gii) 會 誌 「 地 震 」 の 散 行 GY) 其他 必要 な る 事業 

遂 常 絢 會 は 毎年 必ず 1 回 導 営 な 時 期 に に 行い , 臨時 弧 全 は 委員 5 名 以上 ある い は 信 員 
2 育 求 の あつ た 時 に 開 < 、 

會 々 員 は 普通 會 員 及び 毅 助 會 員 と する . 全員 > か ろう と すろ 考 は 各 源 エン の 
と SS 人 
地方 ある い は 特別 の 機関 等 に 支部 を お く と と が で きる . 
滅 員 長 1 名, 委員 若干 名 を お <. 
公 員 長 は 本 會 を 代表 し , 各 家 員 は 編 韓 , 護 欧 , 會 計 等 の 事務 を 分 拉 し , その た め に 
若干 名 の 幹事 を お く こ と と が 出來 る . 幹事 は 委員 長 が 委嘱 する . 
本 會 に は 願 問 若 二 名 を お く と と が で きる < 
委員 は 普通 伺 員 の 互選 に よ つ て 選 抽 する. 委員 長 は 委員 の 互選 に よる . 委員 長 及び 
委員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を も さま た ば な い 、. 
委員 長 及 び 委 員 の 更 拓 期 は 1 月 と する - 卒 中 補 曜 と し て 加 つ た も の の 任期 は 前 任 寺 
の 残存 期間 と する ・ 


内 . 則 


間 合 員 の 合 は 堂 分 の 問 生 300 男 と し, 中 に ょ つて 導 定 自 更 する こと が で きる . 


食 旨 年 1 唱 (1000 面 ) 以上 を お さめ た も の を 交 助 會 員 と する 
支部 の な いと き は 連絡 幹事 あお く . 連絡 幹 事 は 委員 長 が 委嘱 する 


ら 員  。(q950 邊 1 月 理 是 ) 


湊 員 長 松澤 武雄 4 
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庶 凶 係 委員 宮村 ・ 未 麻 凛 計 係 委員 河 六 HH 
編 則 係 委員 井上 ・ 漏 宮 ・ 加 藤 ・ 坪 井 ・ 宮 部 ・ 西 村 ・ 吉 山 ・ 飯 田北 間 
幹事 印 木 克郎 ( 床 務 ) 矢 吐 交 三 ( 編 記 
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逆 藤 原 吹 千 博士 略歴 


長野 史 立 諏訪 中 胸 校 卒業 
第 一 高等 胸 校 第 一 部 季 業 
東京 帝國 大 克 理 科大 胸 理 諭 物理 画 科 李 業 
任 中 央 無 象 豪 披 手 
理 取 博士 の 胸 位 を 授け ら る 
舞 任 東京 高等 師範 學校 教授 
任 中 央 気象 豪 技 師 
帝 國 胸 土 院 よ 9 音 の 異常 偉 播 の 研究 に 有 暫 し 院 江 並 賞金 を 授 奥 な せら る 
族 へ 出張 
米 國 を 経て 仙 朝 
補 中 央 気象 豪 附属 測 候 技術 官 故 成 所 主事 
無 任 東京 帝國 大 胸 胸 授 
補 地 震 研 究 所 々 内 
区 洲 へ 出張 
朝 
航 守 評 議 會 臨時 評議 員 被 仰 付 
加奈 陀 へ 出張 
候 朝 
於 評議 會 評議 員 被 仰 付 
帝國 學 土 院 全 員 被 仰 付 
革 狼 高等 官 一 等 
科學 振興 調査 會 委員 被 仰 付 
胸 術 研究 會 議 會 員 被 仰 付 
作動 二 等 授 旭 日 章 
電波 物 理研 究 會 委員 被 仰 付 
任 舞 象 披 監 ( 補 中 央 気象 豪 長 ) 
科學 振興 會 委 員 仰 付 
叙 従 三 位 
依 願 刈 無 官 (東京 帝國 大 學 孝 授 ) 
冊 際 無 象 協議 會 幹 事 に 選任 
信 願 免 本 官 
病気 療 義 中 死去 
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藤原 喘 牌 先生 の 思い 出 
- 地震 生 完 所 洒 角 廣 


昭和 25 年 9 月 22 日 前 中 央 無 象 豪 長 前 聖 士 院 信 員 理 届 博 士 藤原 喘 下 先生 が 逝去 され ま し 
た ・ 寺 生 は 明治 17 年 10 月 9 日 長野 充 諏 訪 郡 上 諏訪 町 ( 現 諏 訪 市 ) 角間 新 田 の 蒼 察 藤原 察 
に 。 後 の 町 長 光 蔵 氏 の 長男 と し て 御 誕生 , 諏訪 中 聖 (第 四 同 生 ), 一 高 第 2 部 経て 東大 理 
論 物 理髪 科 を 明治 42 年 7 月 御 卒業 , 直ちに 中 央 気象 斉 入 嘉 , 技術 見 御 員 講師 と な り , 岡田 
武 松 請 長 の 下 c 天 打 称 報 に 従事 , 傍 田丸 卓郎 教授 に つき 大 台 院 に 届 ば れ , 佐野 前 雄 博 士 等 の 
指導 も 受け て 結氷 や 深き と 共に 窒 度 の 痢 る 積雪 中 の 替 俺 導 の 問題 (明治 43 年 ) や , 風 の 影 
\ 響 こよ る 大 無 中 の 普 波 の 異常 偉 括 の 研究 に 専念 され る こと 前 後 6 年 , それ に と よ つ て 大 正 4 年 
に は 早く も 理 壁 博士 を 授け られ まし た . その 年 高等 師範 脆 校 教授 を 押 任 , 駐 寺 田 輌 彦 博士 と 
共に 水産 講 因 所 に 同じ 日 に 出 護 せ られ て , 博士 の 強い 影響 を 受け た の も この頃 で あり まし 
た . その 前 明治 44 年 技 手 に 任官 , 統計 課 勤務 (c 閥 り , 雷雨 報告 第 一 馬 , 雨量 年 幸 の 編 則 , 
風向 製 測 法 の 研究 , 大 正 3 年 の 熊本 下 の 高潮 や , 同 6 年 東京 を 興 つ た 台風 の 報告 等 の 作 - 
製 , 打 象 集 誌 の 絹 韓 挫 営 , 多く の 論 女 紹介 等 を 寄せ られ た ・ 

大 正 7 年 技師 昇進 と 共に 中 央 押 象 嘉 大 阪 臨時 出張 所 長 韓 出し まし た が , 後 2 年 に し て 
本 嘉 に 記 り , 天気 駒 報 と 専心 され まし た . この 年 , 東大 理 静 部 講師 を 嘱託 きれ , 父 先 生 の 
「 普 の 異常 偉 括 の 研究 」 に 騰 し 了 牙 士 院 賞 が 授け られ , 12 月 末 こ は 区 洲 留 細 を 命ぜ られ , ノー 
へ Djerknes や Helland Hansen の 門 に , 極 前 線 論 , 低 気 歴 波動 論 や 海洋 皿 
. を 選 ば れ ま し た が , ここ で 毎日 二 同 研究 所 に 往復 の 途上 Bergen 港 の 水門 附近 に 和紙 生 する 
渦 徐 を 見 られ , 水 の 渦 が 全く 大 気 中 の 前 線 や 低 無 礎 の や うに , 不 連 貫 面 , 水 下 渦 , 垂直 渦 , 
媒 か ら 成り , 形 が 同様 な ば か り で な く , 績 生 角 填 , 老 奏 の 現象 も は つき り 見 られ , 所 詩 渦 希 
の 親子 現象 と 云う ちの の ある こと を 生 見 され ま し た . 先生 の 油 当 へ の 興味 は と の 時 か ら で , 
これ か ら 先 生 の 玉 風 は 表 朋 的 連 應 的 正統 派 か ら 一 剛 し て , 敷 箇 的 に は 容易 に 護 明 出来 な い 自 
舌 の 琴 央 に , 直 額 的 に 参入 し, 富 陣 的 に 原理 を 求め る と 球 う 風 と 退化 し た よう に 見 えま す 。 
そこ に は 寺田 博士 の 影響 も 見 の が せな い 様 で も あり ます . それ は と も 角 , 約 生年 に し て ンド 
ン ほ と 上 師 ら れ た 後 も Sir Napier Sbaw の 下 で , 約 生 年 に 瓦 り 夢中 で 渦 人 の 資 際 を 行い 。 そこ 
の 王立 気象 取 食 誌 に 渦 動 論 を 殺 表 され まし た 休 Bergen の 國際 高層 気象 合議 に も 出席 き 
れ 。 米 國 を 燥 つて 大 正 11 年 3 月 師 朝 せら れ ま し た . 

か く て 再び 天気 了 報 を 搭 営 , お 天気 博士 の 名 殴 を 博 さ れ , 全 國 民 に 親しま れ ま し た が 。 符 
ス 渦 当 の 研究 (と 専 條 せら れ , 向 再 符 の 原理 の 華 見 , 岡田 法則 の 振 張 , 示 針 線 の 意味 の 解明 , 北 
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の 中 所 明 へ 用 入 の 研 究 を 矢 つぎ 時 や 委 家 きれ まし た 。 多年 
10 月 飲 生 の 御 春 走 の 結 果 漠 仙 条 守 所 が 開設 され 。 先生 が その 主事 人 補 せ られ まし た 。 
それ は 寅 に その 後 の 全 気 象 業務 華 展 の 基礎 を な し た も の で あり まし た ・ | 
斉 12 年 2 月 第 3 人 宮 長 中 村 精 男 博士 が 明 明 せら れ 。 間 田 博士 が を その後 を 閥 が れ ま し た が | 
その 後 昭和 16 年 迄 と 同 豪 長 の 廊 房 役 と し て 開き され た 先生 の 御 は た らき は 。 先生 の 厚い 師弟 の 
皿 語 に 出 で た も の で , 寅 に 気象 者 の 今日 も この 上 に 築 か れ た の で あり ます . その 門出 の 試 金 
_ 石 に その 年 の 9 月 1 日 に 開 東大 地震 が 起り まし た が , その 誰 祭 象 喜 焼 時 人 弧 指揮 家 岡 田宮 
長 の 下 於 ける 先生 の 防火 や 。 宣 舎 の 婦女 子 の みな ら ず 附近 の 市 民 を も 無事 に 遂 避 させ た 閣 
子 奮迅 の 御 働き は , 先生 の 回 顧 銚 に 攻 如 と し て いま す が , この 大 火災 の 調 栓 報告 は 先生 に よ | 
つて まとめ られ て いま す . 

型 年 3 月 に は 寺田 博士 の 後任 と し て 東大 理 了 部 教授 を 舞 任 , 気象 記 を 搭 営 さ れ , 久地 球 物 
- 理 陣 の Seminary で 多く の 避 生 に 各 方 面 の 問題 と 指導 を 奥 え て , 研究 の 醍醐 味 と , 論 女 の 
まとめ 方 教え を られ, これ に より 幾多 の 研究 が 寅 を 結び まし た . 中 で も 覆 原 氏 の 横 の 渦 動 粘 
_ 性 > 濾 和 華 博 士 の 非 抽 策 應 カテ ン ツ ル 及 び 週 期 性 と 持 綾 性 の 問題 , 伏見 康治 。 高橋 浩一 朗 爾 
、 理 十 の か くれ た 固有 周期 の 検 軸 法 等 重要 な idea が 生れ , 各自 に より, 或 は 先生 に より 連名 
で まとめ られ て 艇 表 さ れ ま し た が , 渦 欠 や 割 目 の や うな 大 問題 は 未 整 理 の まき 貢 重 な 次 料 が 
多 明 先 生 の 御手 も と 残さ れ まし た 
。 ズ え 大 正 15 年 1 月 東大 地震 研究 所 員 に も 補 せ られ まし た の は 。 大 地 の 地 形 。 地質 構造 見 
。 。。 られ る 湯 傘 ( 地 湯 ) や 割 目 開 する 研究 か ら 地 震 乱 生 機 配 の 解明 を 試み た 先生 の 研究 が 認 
め ら れ , 嘱 堂 され た 結果 で あり ませ う . 
、 先生 の 最 科 か ら 軸 味 を 持た れ た 問題 は 気象 光 抑 の 問題 で 。 地 馬 線 帳 帯 。 昌 小 昧 光 。 
ニワ ィ ク の 拡 > 富 富山 江 の 情 気 模 や , 夏 の アス ファ ルト 道路 上 に 生ずる 光 象 等 の 研究 が あり 。 
圭 分 類 と 観 天 学 岳 の 問題 は 生涯 の 御 事業 で あり まし た . 婦 導 仏 周 期 の 研究 や 。 外 図 に 先 立 
つて 提唱 され た が 日 本 で は 績 達 を 見 な い 中 今 炊 大 戦中 米 園 と 於 て 盛 に 應 用 され た 高層 等 礎 
線 の 天気 銘 幸 へ の 應 用 , 應 カテ ン ツ ル K に 於 ける 渡邊 項 の 流 材 , 弾性 串 の 運動 へ の 應 用 な ど そ を 
の 他 多 方 面 に 互 る 外 , 室戸 台 風 そ の 他 の 貴重 な 報告 等 に の 間 ( に な され た 行 績 も 誠に 多彩 な も 
の が あり ます . この 間 常 除 幸 課長 と し て 日 本 の 天 勿 報 術 の 開拓 と 後進 の 指導 は 何 も $ の に 
も 増し た 先生 の 御 功 績 で あり ます . ' 

丸大 正 15 年 8 月 に は Wien の 祭 象 國際 合議 , 昭和 8 年 に は カテ ナ ゲ ヒ 汎 太 卒 洋 避 価 全 議 
5 NG ヤリ AH 
で まし た . 「 
に 昌和 12 年 に は 訓 院 剣 員 多 列 し 。 つい で 昭和 16 年 7 月 30 昌 気 象 技 七 に 任 ぜ られ 。 第 


Es その 後 の 大 戦中 の 御 夫 力 は 條 更 う も 甲 鞭 な 所, 劉 


0 www 0D 過 Ctphytohle を 科 叶 
業 そ の 他 族 業 立 較 の 人 人 的 方 面 の 科 事 研究 打開 た らし め る 事 ま で 全 原 きれ まし 
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- 記 計 4 


1 以上 は 事 術 方 面 を 主 と し た 先生 の 略 膝 で あり ます が 大 fc し く 沈 生 の 人 格 た つき 良 呈 と 
前 2 の 30F て TRWT2 SCKORCRC た IS 
いと 思い ます . | “ 
完 生 は 上 の 如く 人 理 を 通さ な いで は 直 ま ぬ 生 炊 の 信州 人 で あり まし て 。 御 落 い 時 分 に は 
甘え の 議論 を 闘わ され た 事 も あり ます が , 正義 感 と 義理 人 情 は 極め て 厚い 温 い 方 で も や り ま し 
た . そし て 皿 師 に 厚 か つた 事 は 。 田丸 加 郎 博士 の 遺 業 の 完成 (に 路 力 せれ , 最後 まで それ を 
色 念願 され た 事 。 寺田 先生 梁 後 の 御 世 話 。 岡田 武 松 博士 へ の 絶 身 の 漁 身 一 この 上 日 本 気象 
ーー その すべ て を 岡田 博士 に 師 し て 居 ら れる 奥 ゆ か し さ 
一 一 賢 に 弟子 の 鑑 で あり , それ は 直ちに 逆 に 弟子 へ の 愛 に 織る も の で あり ます が , 多 の 秀 
を 身 導 に 引き つけ て 立 派 に 仕上 げ ら ちら れ た の も 営 然 の と と で あり まし た . 私 共 は 先生 の 軸 師 
へ の 追憶 の 言葉 を 感激 な し に 証 む 事 は 出來 ませ ん . 較 
| 発生 の す で れ た 座 性 は とれ 等 の 恩師 の 訂 散 に よ つ て あの 人 業 を な し と げ ら れ た の で あり まき 
計 私 達 は その 素地 を 先生 の この 人 格 と 眞理 へ の 愛 に 見 る の で あり ます . 先生 は あら ゆる 
場合 他人 の 話 を メモ に 取ら れ ま し た が 。 それ に 製 し 党 つ て 頭 の よい 長 岡 先 生 す らち を うだ か 
と 衝 され た を 代え て な りう ナ 先生 の この 眞理 愛 は 澤 に 専門 の 問題 だ け に 限ら ちら れ た の 


0 MS 大 人 直 ほ を の 細 | 
、 介 に 若い も の の 不 勉 強 を し か られ る や う 感 じ る と 広 わ れ た と 開き ます が , 先生 御 自身 は を 
5 の 出版 に 手 『 還 ど つた 数 ヶ月 の 間 に 巡 に 喘 間 は 進 歩 し た の で 更に 書き 直 さ ね ば な ni 


を 手 に し て 申 さ れ ま し た ・ 


思え ば 先生 の 御 一 人 で の 外出 の 最後 で も あり まし た ろ うか, 本 年 三 月 夫 御 所 は 遇 進 。 次 
ーー 
_ め ら れ ま し た が , その 急 途 中 央 所 象 豪 を 廻り , 更 人 先生 が 今井 合志 去 9 
、 交 料 理科 本 方 面 合同 の 区 談合 に も 出席 せ ち れ 。 熱心 ヒメ モ を 取り , 質問 討論 時 を 記 巡 | 
_ 過ぎ まで 貫 け られ , よい 話 を きい て 病気 も 忘れ た と 大 聞 御 喜び と な り 。 折 本 降り 出し た 承 の 年 

。 四 を ベス の な く な つた を 代田 橋 か ら 方 南 の 特 宅 え 徒歩 で 御 候 り に な つた の で あり まし た . 

、 この 夏 人 志 海 地震 後 の 四 較 地 方 の 地動 調 人 人 軸 紀 し て 御 無 沙 浴 の あと で 九 月 始め 御 了 
、 見 掴 に 伺い まし た 時 。 駐 人 月末 一 時 危 径 了 入 られ た 先生 が 容 貝 も 出 夫 ず , 御 床 の 上 に 机 
に 発 れ て 日 え を 過ごさ きれ, 手 の お き 場 人 さ え 填 し まれ , 一 人手 を 類 わ し て 絶え ず 位 置 を 角 
た が ら 導 を 面 え て お られ た 中 で 中 図 の 地 沈 下 は 上 上 まつ た か と 聞き と れ 陣 の 条 錠 で 
5 全 せ られ た は 本 く 地 役 し まし た ・ こ の 健生 ヒエ つて 中 に 研究 む の 大 を 攻 じ 。 導 | 

、 な 指導 を な され た の で あり ます 。 

この よ うな 熱 博 は 政党 や 斑 全 問題 IC も 向け られ まし た ・ 弟子 へ の 委 は 必然 和合 へ つら な 
ッ ます . 先生 は 大 及 の 先生 な ら そ れ で 良い か も 知れ な い が と 云う 岡田 博士 の 御 言葉 を 忘れ 
ず , 進ん で 交代 の みな ら ず 計 促 の 含 に 立 泊 な 活動 を な さい まし た こと は 上 竹 の 通り で あり ま 
、 すそ の 款 や か な 活動 C 誠 て そう で あつ た ば か り で な く 。 紙 ヶ 肉 グ ライ アー 研究 合 の 全長 と 
し て その 第 一 同 大 創 に は , カナ ダ の 汎 太 下 洋 現 術 合議 か ら , その 欠 の 一 切 を 見 捨て , 解 國 還 
席 さ れ た 程 の 熱情 を 示 め され まし た 前記 の よう な 抱 話 合 護 書 剣 や 講座 な ど 後 進 の 人 に 條 
て られ た 事 多く , 災 宏 防 正 の 入 に は 公 的 の 活動 は 勿論 。 その他 の あら ゆる 方 法 に より , 防 笑 
- 谷 識 の 普及 宜 信 と 努力 され た の も その 一 で あり ます - 1 
この 征 信 へ の 熱 本 は 敗戦 日 本 の 害 博 に 如何 に 沸き た ぎ つた か , 先生 の 「 生 み の 層 み 」 の 甲 - 
(に ひし ひし と 看 取 さ れき ます. 我 囲 の 十 會 や 政治 の 混 仙 は 先生 を し て 座 司 に 耐え ざら し せる も 
の が あり まし た . その 角 参 議院 河 是 に 立候補 され ん と し て , 追放 の 愛 目 を 招い た 事 は 前 覧 の 
通り で あり ます が 。 それ も 時 の 華 。 国民 と し て の 営 然 の 落果 し た 結果 と 何等 悔 も ゃ 悲 も 示さ 
2 す SY ス と し て 理 任 を 取ら れ た 事 に は 全 く 頭 が F り まし た . こ の 入 滴 38 0 
年 活か ら , 退職 手 営 も , 恩給 $ も な く イ ン フ レー ショ ン の 発 波 の 中 人 投げ 出さ れ た の で あぁ り ま 
し た ・ 生 裕 消 族 の 臣 で 大 堂 の 卒業 の 年 以 隊 2 度 の 肺 串 と 胃 渡 盛 。 中 正 。 エー 指 腸 江上 と 展 = 


人 ーー NM MR 
【 稿 稼ぎ , この 失意 と は げ し い 環 境 に も うそ の 年 の 8 月 に は 脚 無 の 症状 が 始ま り ま し た . だ 5 陸 
| で 29 1 有 20 HH 訪 際 で 人 導 と 天 う が し まし か その 手術 の 
直前 「 営 人 の 肉 填 的 苦痛 も 家族 の 綴 済 的 負 捨 も 救 わ れ 。 固 家 的 に も 食料 話 料 の 分 約 に も な 
を mo な oyWcW し ye 人 pr 党 人 の 希 応 する 場合 代 は 安 業 死 を も 許す 障 時 
法 を 制定 し て ほし 自分 は 敗戦 の 責任 も あり , この 帳 が 紀 亜 の 研究 材料 に な る も の な ら 喜 ・ 
「 ん で 巡 げ た い 」 と 蓋 う 記 を 糸 され ま した. この 1 月 1 日 に は 療養 の 間 も な く 死 を 早め ら 
。 れ た 居 師 今村 先生 の こと も あり まし た の で 私 は , 恵 ま れ ぬ 聖者 の 中 年 へ の 考慮 に つい て 性 


男 え , 久 導 往 の 協力 を 求め 。 長 か ら め 御 守 命 を 寺 邊 里 生 の 大 業 湯 動 論 と 肖 宣 前 婚 c 278 

書き 上 げ て お られ る 日 本 気象 喝 の 完成 に あて られ る よう に 御 願 いし た の で あり まし た が , 
音 0 
| を 先生 が その ま ゝ に 信じ られ た 結果 で も あり ませ う , それ ら の 仕事 は 直ぐ に は 委 道 乗り ま 
せん で し た ・ 然し 今 に し て 思え ば 。 助手 も 使わ ず 。 人 の 硝 天 に も 洋 す る 程 の 古 記録 を 英 理 し 
た り > 各地 の 天気 の 介 読 を 集め て , 現代 科 届 の 鏡 に 妥 し て 取る べき を 取る と 革 う よう な 人 人 象 
一 史 の 難 事 業 や , 昭和 和 初 年 頃 か ら 東 大 理 脆 部 の セミ ナリ ー で 年 え 研 究 は させ た が 。 一 年 で は 
、 まとまり の つか な か つた よう な 湯 浴 に 関す る 多 敷 の 宣 了 結 果 を まとめ る に は 更に 多 数 の 追加 
- 賀 験 も いり , その 施設 も 手 も 持た れ な い 先 生 に 一 朝一 と 果 せ る 仕事 で は な か つた の で あり ー 
ませ う - 1 

本 年 4 月 了 佐谷 の 病院 で 開 の 病 果 導 そ 確 害 。 聞 明科 の 手 休 人 の 多 合 は 約 2 年 と 革 う 人 3 
_ 項 な る 科 欧 的 結論 と くる いな く , 先生 も この 夏 が 危険 と きか され た 私 共 は 先生 や 御 令 息 滋 水 
氏 c も 相談 し た の で あり ます が , 剛 押 象 克 史 の 交 区 藤 理 は 和 巡 博士 の 御 好意 に より 祭 象 間 韻 
- 書 課 の 方 に 御 願い 出來 て 安心 到 し まし た ・ 然し 意 人 の 論 料 は その 病室 まで 取寄せ て お らち れ た 。 
_ 程 で あり 征 ら , 航空 人 象 男 と 開 す る 本 の 宮 府 の 校 開 な ど に 貴重 な 精力 を さか れる 先生 の 御 温 
情 , 御 才 命 の こと を 明 ら ちさ ま に 申 上 げ る 勇 祭 を 僚 い た 私 寺 は た だ 申 課 な く , も どか し く , そ 
れ と な く 札 力 の 節約 を と 御 原 いす る に 止め て いた の で あり まし た ・ 併 し 夏 の 遍 を 過ぎ た 頃 と 
は 先生 も 御 本 ポ りな され た 事 で も り ま せ う . 御 令 息 を 遺言 の 千 に 御 呼び C な つた 日 。 高 橋 江 一 
_ 郎 博士 が 病床 を 見 舞い 渦 動 論 の 一 切 を 引受 け て 下さ つた の で 大 凌 御 安心 となり, その 直後 御 
信息 が 來 ち れ た 時 は も う 何 も 雲 う 事 は な いと 大 紛 に 喜ん で お られ た そう で あり ます ・ 県 象 記 
史 の 方 は その 後 病 も 全 々 重く な つた か ら で あ り ま し た が , 田 日 才 雄 氏 に 長い こと か ゝ つて 取 
まとめ の 方 針 を 俺 え 一 切 御 頼み な さ つ た 由 で あり ます . 何れ も その 方 面 の 第 一 人 者 で あら 
れる その HH る 日 が 基 し て 特 た れる て に と に な り ま し た 事 は 私 共に も 大 き な 喜 び で あ 


、 魚 し 年 ら 寺 の 肛 描か れ た 油 動 論 論 は 大 は 全 宇 宙 か ら 。 小 は に まで 見 られ る 滑 馬 上 
は ェ ン ト m ピ ー の 最大 区 向っ て 年 等 化 。 死 化 へ の 道 を 辿る 無生物 狗 の 中 で 唯一 つの 成長 の あ | 
韻 Yeto7PRSN 和 0 # は 多 昌 な る 開 節 


人 W 全 男 の 才 信 で あり 」 半生 RM 
物理 一 天 廊 世界 を 通じ て 結合 の 大 原理 で ある 湯 動 性 に あり , それ に よ つ て 生長 紙 展 の ある 生 
きた 世界 が 作ら れ て ゆく で あろ うと 球 う 程 の 大 き な ち も の で あり まし た .。 この 渦 動 諭 の 大 きき | 
を 考え る 時 , 残さ れ た 問題 の 大 きき は , 半 多 の 俊 才 が 殆 ん ど 永 湾 に 追及 すべ き 奥 行き と 魔 さ 
ある も の と 信じ ます ・ ま 
_ 価 御 最後 に 近い 頃 夜 作 目 醒め られ た 時 改 暦 の 問題 を 奥様 に 語ら れ た と 云い ます が , それ は 
行 暦 の 正月 を ー ヶ 月 遅 還 ら せ て 我 が 画 農 漁村 の 写 情 と に そ わ せ る 備 の 世界 この 呼び か け の 問題 
で あり ます . ' wt 代 
、 その 他 多岐 互 る 先生 の 遺 業 や , 由記 は 門下 に 多 士 首 々 。 心配 は あり ませ ん . か く て 先生 
は 突 心 し て 大 徒 生 を と げ ら れき し た - 殊 に この 度 は 各 方 面 か ら の 御 厚志 に より, 療養 生活 に 
も 何 の 心 配 も な か つた 事 も 先生 の 大 き な 感謝 で あり まし た . 

最後 先生 は 平和 半 を 條 し じ て お られ まし た が 。 あの 病 音 の 際 も 御 は 申 き れ な か 
、 つた と 聞き ます - 雑誌 「 大 法輪 」c 寄 せ ち れ た 先生 の 宗 導 観 に も 。 先生 の 暑 師 ぎ 田 沈 生 の 科 
、 陽 を 信仰 低 代え られ た と 去 わ れ た 趣 が 見 られ る よう で あり ます - 
、 件 半 の 環 晶 前 か ら 覗 力 は 失わ れ ま し た が 節 は 鋭く 明 隊 で 。 御 な く な り の 前 夜 和 令 府 に 。 
、 「 人 が 著 ん で 居る の か 自分 が 昔 ん で 居る の か 分 ちぬ 。 早く て き ば き や つ て ほし い 」 と 申 き れ 王 
AD 私 に 「 こ ん ど は 駄目 か と 男 
、 、 思 つた が 今日 の 様子 で は 」 と 喜ば れ た 御 顔 を 硬 見 し 。 私 は 人 の 生き ん と する 意志 の 下 さ に 胸 
OM WM ま 
、 に 作 つ て 此 ま れ た , 改 導 霧 ヶ 峰 山頂 近く か ら 洪 き 出 た 清水 を 上 陣 法 上 に 入れ て 持 湖 せら れ て 拓 
上 げた 時 の 御 喜 び の 滴 た され た , 竹 の よ う C 痩 せ 細 られ 生 ら も 衝 ミ え し い 所 ic 浴 み 微 つ た 御 顔 
は 永 < 記 忘れ られ ぬ 事 で し ょ う - か 3 ー 当 
' 今や 先生 は あの よう な 肉 器 の 東 縛 か ら 離 れ て 自由 な 露 明世 界 悠 えと 生き 績 けら れる こ の 
と 信じ ます ・ 先生 の ま か れ た 種 は 科 更 の 時 とも, 道徳 の 島 に も 必ず や 健やか に 育ち , 花 映 き 
次 癌 ぶ 事 で やり ま し よう ・ 因 に 先生 の 御 戒 名 は 諦観 院 典 徹 晴 曇 子 居 士 で も あります. 
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「 (昭和 25 年 8 月 24 日 受理 ) 


On S〉 Waves. 


グ . Sauzuki 
Geophysical Institute, Tokyo University. 


The Problem ( long been discussed whether S waves are propagated through H ea 
E core. For contributing to the solution of the above problem and estimating the allowable up 
テー imit of rigidity of the earthys core as Well, some considerations and computations by 6 aid 
_ simplified model have been made. 
Results are: N 
上 (E) Waves reported as S' so far, being reconsidered from the results of cor 
_travel-time and amplitude, cannot be interpreted aS め /. 
3 (2 ) The rigidity of the earthys core cannot be greater than 109 c.g.s. 


を 1 地球 の 内 徹 の 中 を S 波 が 通過 する か どう か と みぎ に つい て は あみ の 開 和 


- う 報告 も ある ・ CeerieWowera し co れ harn ET 


ERC 多少 和 然 と し な いも の が ある . 


eeeozrerommerteneeer opee 
、 行わ れ た 地殻 潮汐 の 計算 ① か ら も 桜 内 の 剛性 系 は 著しく 小 さい と ゆう 結果 が 得 られ て いる . 
certW OrammoiaoRtayWCAw で WCSw ォ っ その 
。 貫 果 c よ る と 要 の 隊 率 は 109 C.G.S: 以下 で な けれ ば 閣 測 事 連 を 読 明 出 玉 な い . 筆者 は 
中 の 論 計 c 於 て 極 仙 還 な 可 つい て 9 六 の 上 を 計 穫 し 多 の 方 町 か ら も 机 の 同人 
。 の 上 限 を 営 つて 見 た 
、 2. 根 希 され る 地震 波 の 振幅 e は 形式 的 ic 
8 gー げ 9X 4 2 

な る 形 c 書 ける ・ 但し 4 は 台 ic 於 ける 押 握 。 は 須 か ら 波 度 が つて 行く 短大 

奏 係 敷 , 9 は 途中 の 不 連 績 面 で の 反射 及び 屈折 に よる 振幅 龍 化 の 係 敷 で ある ・ 観測 され る 振 
ーー ンー ブフ ブー_ ピー クック 0 ダー の み の 議 論 で ある | 
か ら 一 中 無 隔 し て 盲 て. 


em ドー 
を - 割 に も 浦 た ず , タ 宮 測 と 比較 し た 値 を 判 定 の 基準 と し て 取り た い の で 8。5 波 に つい て は 此 
Me 要 内 の 々 流速 度 の 分 布 は 不明 で ある か ら 最 も 簡 雷 に 一 様 と 優 定 す 
6・ 比 の 個 定 も 交際 の も の が 徐 和 特 中 分布 で な い 限り 9 波 の 振幅 の 計算 入 果 を オー 2 
3 守 幾 を る 事 は な いと 思う . 
gy は 概 の 外 で tk 8.9 波 と 癌 じ 各 路 を 碧 る か ら た を 和 方 雪 の 電 人 と 8 証 し て 考 
えた 時 の 8。S 小 の 休 距 離 相 営 す る も の と し て 1/ な es を 取れ ば sp。 と し て 


7 た TS ーー ュー ペー トーeoe ン っ / - と 


と し て 良い で あろ う . 但し 7。 は ぐ 波 の 抽 内 で の 企 見 で あり 一概 な 欄 ヒ 和 し て は 箇 着 
草 に 求め られ を る: ま 
、 表 Ic り の 値 は 平面 小 の 反 身 選 折 の 法則 か ら 直 ち 計 算 さ れる . 但し 現在 の 場合 は 8。S 波 - 

と" 時 の 色々 な 2 潮 す る 9 淡 相 の 拓 入 の 近 の みる 癌 圧し て いる 
か ら 概 外 の 他 の 不定 及び 地表 に 湊 け る 反射 所 は 考 成 する 必要 が かい. . 
の 了 _ 以 上 の 様 C し て 計算 され る げ X9 の 値 を 第 1 園 に 示し て ある. 計算 ic 常 つ て 用 の た 常 数 は 
6 第 1 表 の 様 な 値 で ある 、 第 よ 叶 R 人 z ぐ 波 の 震央 距離 400km と し 桜 へ の 入射 は 8 万 小 と - 


| oatside the 、 
| SB 記 the coae 導 
P |33. 8 km/sec | 7. に AE 装 
velocity ー 
S |7 25 km/sec | 
esiy | | 0 に 9 
Table 1. 


7 の 20 30 和合 O N5O zo 7 ヶ 7o 2 


1005 た SS し た 時 の 値 で も や つて, 第 2 表 c 8。8 波及 び 9 
科 
S 万 入射 と S 入射 の 場合 の へ SJS の 種 え の 記 
- 値 に 習 す る げ x9 の 値 の 強化 を 示し て あぁ る. 但 し 表 中 (⑪) (TI) は 概 内 8 小 速 度 と し て 天 4 
4.5km/sec 及び 1.0km/see な る 値 を と つた 場合 の 結果 で ある . 
き て 第 1 痢 を 見 る と 分 る よう に 概 内 8 小 速 度 5 km/sec の 附近 で は 要 内 8 波 度 が 地 加 す 
と 9 潤 剛 の 絶 人 は 却 つ て 夫 す 全 向 ある の で 本 旬 士 の 如く 5Ham/see の 所 の 
了 回 の み の 値 で 議論 する こと は 危険 で ある , 


Pt・ 1 


SG 


ET Epicentral Distance Trave1 Time 
に SZ で) S/ (TI) RS _S ①) SSCGEccR に 3 
200 kr 1769 180s 859 sec 40 min 2h11m 。 
400 173 179 861 40 25 は 5 請 記 
2600 170 177 863 40 2h 311 SS 
_ 800 169 176 _866 40 の 0 3 
和 1000 168 175 869 40 SH 
を 1200 168 173 872 40 ン ン クタ h II 
前 。 1400. 169 171 876 40 2h Ta 計 
- に 
Table 2. を 3 
還 / S 万 | SY 
ョ ^ ム S。S | S。S ① | SG① | SS dr | S | S。S G | S /①) | 9。9.CJI 192 00 
。 200km 0.11 6.54 7.62 3.85 0.09 | 6.33 7.73 9.86 
。 400 0.07 5.88 6.33 3.48 0.06 | 5.78 6.04 3.43 
馬 600 0.04 5.43 5.55 3.22 9303 市 5532 5.05 9.35. 半 
_ 800 0.08=。 | 4.98 4.87 2.97 0602. | 691 4.14 2.88_ 
_ 1000 0.02 4.24 3.77 2.55 0.0 を | 4.20 3.09 | 2345 
| | ーー 
1200 0.01 3.51 2.92 1 0501 ド 3-49 2.31 201 
_ 1400 0.004 | 2.96 2.34 1.79 0.01 | 2.94 1.78 1.68 
Table 3. 109 


。 先 づ 桜 内 9 波 の 速度 が 5Ekm/sec より 大 きい 所 に つい て 考え て 見 る . き 波 に こつ いて $ 要 ・ こ 
の 共 の 存在 は 明正 で ある か ら 7.25 km/sec より 大 きい 所 は 問題 し な いと し て も , 7km/sec 
。 で SS 波 の 振幅 は 5km/sec の 場合 の 5 倍 位 に な り ぐ 波 は 更 そ の 3 倍 程 度 に な る . 本 。 
、 光博 二 ① に よれ ば 5Iam/sec に 英 て 8。S 波 の 振 | 柱 は 審 測 の 約 19 で ある か ら 7 kmfsee で 
、 は 約 12 と な り , 8 波 の 振幅 の みか ら 到 えば この 位 の 桜 内 8 流速 度 の 時 に は 震源 で の 振 
幅 4 の 取り 方 如何 で 衝 滑 を 説明 する 事 も 困難 で は な い . 9 波 に つい て は 走 時 は 30 分 人 で 2 
。 あ つて これ も 87/ 波 と し て 装 測 され た も の と オー ダー と し て は 思 ら ず , 桜 内 S 波 速度 の 分 布 
、 如何 と よ つ て は 多少 の 調節 も 可能 で ちる か ら や は り 宮 測 を 説明 し よう と すれ ば 出来 る で あろ 
。 う . 状 し 生 ら 8/ 波 の 振幅 に つい て は 致命 的 な 難 呈 が ある ・ 即ち 97 波 の 振幅 は 9。9 波 の 
3 倍 と も 天 し , 更に 8/ 波 を 問題 に する 様 な 地震 で は 本 多 博 士 が 9。 波 を 議論 され た 棲 な 
。 地震 Ic 比 し て 4 は 勲二 倍 と 填 す る と 思わ れる ・ 従 つて この 様 な 要 内 8 滋 速 度 の 場合 に は そ 

の 振幅 の 大 き さ か ら 去 つて @/ 波 は 明瞭 と 観測 され る 答 で ある ・ 
。 な 桜 内 8 波 速度 で は 製 測 を 説明 出来 な い 事 が 分 る . 要 内 8 波 速度 が 3 一 6km/sec 位 の 所 
。 で は 848 波 の 振 竹 は 7km/sec 程度 の 場合 より 減少 する に 比 し て 波 は 苑 ん ど 近 化 し な 


以上 の 様 な 考察 か ら 上 の 様 


3 


から 党 然 守 員 と は 合わ な い ・ 一 方 現在 包 fc 8 波 と し て 報告 され た 波 の 走 時 (2030) 分 


6 6 の オー から ー を 合わ せる 乱 に は 要 内 ぐ 小 速 度 と や 才 が 2 8 


ちら, 局 走 時 振幅 の 画 者 を 考慮 する と 此 等 は 9 小 と は 索 え られ な い 事 区 な る 。 結局 問題 | 
ココ に な る 所 は 枝 内 8 流速 度 が 10 km/sec の 場合 で ある ・ 0-1 km/sec の 場合 の プア X の 9 の 値 | 


は 第 4 表 の 様 な 値 を 取る . 同 表 は 第 1 園 と 同じ く 8 万 入射 , S。S 波 の 震央 距離 400 km の 
時 の 値 で ある . 婦 同 表 に は 各 束 度 (c 制す る 9 波 の 走 時 及び 購 性 失 を も 掲げ て ある ・ 但し 剛 
剛 rornciDmE は SEE 
職 DO 人 17 を 用 いて ある か ら , 寅 際 の 了 岡 性 系 は これ より 小さ いと 考え て よ ゆ ・ 
さて 第 4 表 か ら 8/ 波 の 
。 1.0km/sec 1.7x10H | 6.33x100 | 3.48x1040 | 2 振幅 の オー グー を 考え て 見 
078 て < 9・5x100 | 7.11 | 2.87 る ・ 此 も 岡 性 率 の 上 限 が 大 
0850.、 4.3x1010 | 7.94 2310 き 過 ぎる 位 に 考え る こと に 


! 


上 2 1.1X100 |.8.88 お 16 
YOFTO 1.7x109 | 9.48 0.49 する . %/ 波多 云 去 す る 様 


30.05 4.3x108 | 9.79 0.25 な 大 地震 で は 本 多 博 士 が 
( Table 4. SLJS 波 を 議論 され た 様 な 深 
幼 伯 Mck し て ニュ ルギー で ログ < と も 10 倍 即 ち 震 源 で の 振幅 と し て は 少く と も 100 倍 は 


velocity rigidity げ X の 88。 ※ の 58 ン 


。 大 きい と 思わ れる ・ 婦 現 在 の 計算 人 省略 され て いる 内 部 摩擦 等 の 影響 を 考慮 し て それ だ け 4 


を 小 き <〈 考 を える と し て も 4 は 深 獲 地震 の 際 の 遇 十 倍 に は 達する で あろ う . 更 現在 問題 c し 
て いる 様 な 概 内 S 波 速度 の 場合 に は 8 波 は 表 わ れ る と し て も その 走 時 は 式 時 間 以 上 に 建 す 
る か ら も し め / 波 の 振幅 が 深 義 地 震 の 際 の 9。S 波 程度 の 大 き さ と な れ ば 明瞭 と 観測 され る 答 
_ で ある . 然 し 生 ら 現在 迄 の 地震 観測 に 於 て その 様 な 走 時 の 明瞭 な 位相 が 報告 され た 例 は 聞か 
_ な いか ら 四 除 の 地球 の 桜の 障 必 率 の 上 限 と し て , 8" 波 の 振幅 が 深 華 地震 の S。8 流 程度 に な 

_ る 様 な 値 を 取る 事 は 中 が 甘 過 ぎる 事 は あつ て も 辛 すぎ る 事 は な いで あろ う . か くし て 求め ら 


_ れる 桜 内 8 波 速度 の 上 限 は 0.5 km/sec, 帥 ち 了 剛性 座 で は 109 C.G.S. と ゅ う 値 に な る . 叱 


の 値 は 竹内 博士 の 結果 と も 予 盾 し な い . 以上 逃 べ た 所 を 要約 すれ ば , 7 波 と し て 報告 され 
た も の は 走 時 , 振幅 の 計算 結果 か ら 見 て き / 波 と は 考え を られ な い . 桜の 剛性 率 は 109 C. G.S. 
を 超え る 事 は 出來 な い . 
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地震 の 頻度 ミ ェ ネ ルギー に つい て 


東大 理 部 地球 物理 江 田 飯 ・ 鈴 木 次 郎 ・ 友 田 好 支 / 
(明和 5 年 8 月 24 日 愛 理 ) 


On Energy and NNN of Rarthquakes. 
が Asada, Z、Suzuki and Y. Tomoda 


= ろ 


1) RGB and Richter 寺 86 frequencies RM magnitudes of earthquakes and ob 
、the following relation establishing a relationship between magnitude and energy released anna 
2 9 Waves (WW), k 和 
| log =18.70.9 77. に バ CO 2 
と This relation shows that “W 戸 ? becomes greater as /7 becmes bigger. And they concluded PeY 
tat smaller shocks ei never Were Sufficiently frequent to MDAOSias the の TegS6 2 


_iS concerned. But 万 is adopted - instead of /7, the above formula is transformed into me 
following One, まい 
log パ ア const. 一 0.5log 友 . ( 02 

This shows that the energy released annually by larger shocks is smaller than that by minor 
Shocks. 王 his seeming contradiction betWeen (① and (2) iS due to how the magnitude iS measured。 
by 47 or by 万 . に - 

2) TKaWasumn Ss results on energies and frequencies of earthquakes derived 人 6 the data 3 人 


の Sec 


earthquakes in and near Japan fairjy agree with those by Gutenberg and Richter. 
し 3) The Ishimoto-Iida*s formula, %(@)@@ ニ 一 7 の, can be changed into a formula, 2 
、1og パ ーcost. 一 b7, under some suitable assurnptions。 Tf mn 5 1.9, the value of b js 0.9. 
4) The energy of the smallest micro-earthquakes observed by the present authors iS of the・ M 
order of 1019 erg. which is about 1/100 of that of the minimum earthquake observed by Richter 
_and Nordquist. The Ishimoto-Tida*s formula holds good even for such small earthquakes. 


4 の 拓 と Richter は 地震 の 大 きき の スケ ー ル と し て Instrumental magnitude (人 ② 人 錠 な 。 


ァ で 


_ 後 Mr と 書く ) を 定め た . その 後 B. Gutenberg 及び C. F. Richter の に よ つ て Mr 


と 地震 の 頻度 , 地震 波 と し て 放散 きれ る エネ ルギー 等 と の 開 係 が 統計 的 に 求め られ て 居る 。 
例え ば 地震 の 頻 度 と Mr と の 開 係 は 炊 の 様 に 表わさ れる ・ 
「 1og パー 上 6 (8 一 Mi ) (2 
但し , W は Mi の 0.1 宮 位 で 司 切 つた 時 各 ク ラス 内 の 一 年 間 の 地震 敷 で ある ・ 3 及び b 
は 常 敷 で あつ て , Mi >6 の 浅い 地震 に つい て は , 
_ ゥ = ニー0.48 圭 0.02, 6=0.90 エ 0.02, 


Mr ご 6 の も の に つい て は , South California の 地震 に つい て 


2 0+0 09, 0.88+0. 


二 あ に る 値 を 持つ 事 が 求め られ て 居る ・ 
。 更 c Mr と 互 と の 間 に は , Gutenberg 等 に 依 れ ば 
1og アニ =12T1.8 Mr 
0 2 jog Wーconst. 二 0.9 Mr . 33 人 語 
、 emem に 分 を 1 地 札 を その 1 つ き 和 了 に 分 類する と 。 ある ME の 下 上 と 生 
ー は , Mr が 大 きく な れ ば な る 程 多 い ・ この _ 


時 
ー ト レイ ン の 局 地 的 徴 侯 C し か すぎ な い ・ 」 と 球 結論 を 引き 出し て 居る . 然し この 結論 は 課 
解 を 招く 恨 れ が ある ・ 少く と も 「 大 地 直 」 及 「 大 きい 地震 」 の 後 Ic 「Richter scale で 」 と 
つけ た す 必 要 が ある . 「 葵 
この 事 は 玉 の 様 に 考え る と 明正 で あろ う . 
2 今 1 ) 式 を の 概 に 書く 。 記 , 
(Mr )gMr =cogst. x10- ひ 9Mr2Mr 。 (4) 
0 た * (人 CM) は Mr が Mr と Mr+gMn に 属 する 地震 の 一 定期 間 に 失 る 義生 数 で ある ・ 
_ 今 (2 ) の 開 係 を 利用 し て 数 Mr を 万 に 襲 換 す る と 。 「 詳 
WC)2 ア ニーconst. x 万 "2 上 (5) 
_ 徒 つて, “ 
EN WE)x 太 x9 太 ニ const. x 刀 -""5g 有 SE 3 (6) 
つま り WP と 万 の 開 係 は (3) と は 送 に , 太 が 小さ く な る 程 , パ 玉 は 大 きく な る . 所 , 衣 
生 に 一 種 の magnitude scale と し て 刀 を 用 い , に つき 等 間隔 人 ヒ 写 切る と , 万 の 小 き な クー 
、 ラス Cc 属す る 地震 jc よ つて 放 導 き れる エネ ルー の 純 計 の 方 が 戸 の 大 き な ク ラス 属す る 
地震 ヒ よ つて 放 衝 き れる エネ ルギー の 総計 より 大 きい , と 式 う 結果 た な る . この 一 見 全く 矛 
。 盾 し た 結果 は 地震 の 硬 切 り 方 を Mi に つき 等 間隔 に する か , に つき 等 間隔 に する か と 云 
_ う 事 に よ つ て 生じ た 差異 で ある ・ つま り (4 ) は Gutenberg 等 が 自分 等 の 定 紅 し た 地震 の | 
大 き さ の スケ ー ル に よ つ て 。 地震 の 大 小 を 定め , 前 池 ほ の 給 条 を 導い た の に すぎ な い ・ 印 ステ 
ーー ル の 性 質 を 説明 し た も の に 過ぎ な い 。 勿論 , た と えば , Mn=8 の ある 地震 と , Mr=1 の 
ある 地震 を 比較 すれ ば 前 逃 Gatenberg 等 の 結論 は 正しい で あろ う が , これ は (4) を 導い 
て か ら 云 う 程 の 事 は な いで あろ う . ( 


_ 2. 地震 の 大 きき さ の スケ ー ル と し て 基 え られ る も の は Mi 久 は 旭 と と ゞ ま ら な い . 


ayawm に よれ ば , に の 
(Mk)dMk=const. x10-0SMkgMk 9 は 交 
FPN が Ms) は Mg と MkTgMk に 局 す る 地震 の 頻度 で も ある. 奴 エ ネル ギー と Me と 
の 開 係 の は , 8 
KS -_ 万 =Constx10Mk る (8) 
、 邊 っ て (2 ) を 参照 し て Mk を Mr c 引 き 直す と (7) は 3 


(Mr)gMr= const. x10-0. waMr 


計 83 (Co907 玉 ant の 毅 計 結果 は , Gutenberg 0 ほ E ゞ 等しい 事 が 分 ぅ 。 更 e 
壮 散 (9) より , 和 
CMk) ) Mx=const. x10:wk2Mk @) 0 に 
_ となり, (3 ) と 同じ く Mk の 大 きい ほど 放散 され る エネ ルギー は 大 きい と 云 う 結果 に な 2 ' 
夫々 の magnitude scale の 定義 か ら 考 える と 営 然 の 事 で あろ う . 
更に 有 感 年 係 7。 を 以 て 地震 の 大 き さ を 表わす 場合 に は 同様 に 
( ブ 。) 4。= const.100.099225x (0.0018 7。2.3 上 27。r3)92。 (9) 5 8 
の 名 き 結果 , を 導く 事 が 出來 る , ' 間 フー 
Gutenberg 及 Richter と Kawasumi の 用 いた 材料 の 差異 , 序 デ ー タ と な つた 地震 の 8 
散 生 する , 場所 , 時 , 等 の 逢い も 拘わら ず 同 じ 結果 の 得 ら れ た 事 か ら , EC 栖 な 導 了 
_ が 地震 の 一 般 的 性 質 で ある と 云え ん る で あろ う -. 
3. M.TIshimoto 及 KK. ida や に よれ ば 東京 で 観測 され る 地震 の 振 店 と 基 朗 と の 間 と な 。 
地震 敷 を 六 は 振 巾 を 2 と すれ ば Am 
葛藤 | WC の dz 三 ん "ao 0 
) の 如き 簡単 な 開 係 の ある 事 が 分 つた 更に この 開 係 は 。 現 著者 等 に よ つ て , ある 限ら ち れ た 範 。 
園内 に 散 生 する 地震 つい て も 成り 立つ 事 が , 内 え , 丹後 地震 め , 市 海 地震 CD, 瑞 井 地震 
op, 今 市 地震 C②, 等 の 勿 震 と つい て 明らか に され た . 女 , 10gs で 21000 倍 ・209s で 。 
。 59,000 倍 ・50 s で 170,000 倍 の 様 な 周 渋 敷 特性 を 持つ 水 動 電磁 仙 動 計 で 振 巾 1 mm 
1 及 守 敷 10mm ic 記録 され る 程度 の 微少 地震 に つい て も 成立 する 事 が 確 め られ て 居る 。 2 
、 れ の 場合 に も x は 19. 又は 1.8 の 程度 で ある 事 が 多い 
Z. SuzukiG3 に よれ ば , ある 還 域 内 に 華 生 する 地震 を 一 由 で 盾 測 し て 0) の 形式 の 式 が 
。 な り 立 つ 時 , その 地震 の 散 生 司 域内 に 於 て も , 


る 人 


CO SYS My 


の 如き 分 布 が な り 立 つて 居り , (4。 は 涯 源 で の 振 店 更 0 は の 74 と 符 し く な | 
3 れ て 居る ・ 岩 源 で の 振 店 も ホー つの Magnitude scale と し て 用 いる 豆 軸 秦 る か ら 。 - 甘 


和 
人 0 今 , 夫々 の 地震 の =100 km で の 振 巾 を 4 と か く と 
9 (4)44 = 2 4 オー の 4 
が な り た つ 筐 で あり , 婦 い a 
も Mi = const. 1og 4. 


Iog Wーconst. 一 0.8 Mr 


の ト 


log パテ const. 一 0.9 Mr 
ょ な り , 記 差 の 範 園 内 で , Mr う 4 の 送 い 地震 と な り た つ Gatenberg 等 の 式 と 一 致す る ・ 


9 た ゞ し 著者 等 の も ゃ の は , 大 部 分 は Mk<1 で ある 人 鯨 震 や , 微少 地震 と つい て の も の で あり , 


C. F. Richter と ]. M. NordguistCD は Benioff 上 下 動乱 周 期 地震 計 で 最大 振 貼 半 


AX 0 きら 0. 4mm, 凶 ち Wood-Anderson 地震 計 で 約 0.05 mm の 最大 振 店 を 持つ 地震 の 事 を 


3 き 記載 し , そし て この 程度 の 地震 に も (13) の 式 が ほ ぶ な り 立 つて 居る 事 を 示 じ て 緒 る < 区 骨 
、 等 の 地震 は Mr=0.4 で 刀 二 10!ergs で ある と し て 居る . 地 震動 の 卓越 財 期 が 正確 c 分 か 
らち ない と, この 結果 を 我 え の 微少 地震 の 大 き さ と くら べ る 事 は 出来 な い が 。 今 市 地震 後に 提 


匂 さ れ た 彼 少 地震 に つい て は , 最大 振 巾 を 興 え る 部 分 の 卓越 周期 が 20 c/s 位 で ある か ら 。 


_ 使用 し た 地震 計 の 倍 座 は ほ ゞ 60,000 倍 と な り , 又 こ の 時 枚 測 され た 内 P-S の 最少 の も の 
、 は 0.8 秒 位 で , 今 市 附近 で の 大 森 係 敷 は 6 位 で ある か ら , この 地震 の 震源 距離 は 5 km 位 と 


みな し 得る ・ 今 振 貼 が イヒ 比 巧 し て 減 誤 する と し て , ガニ =100 km の 所 の 振 店 に 直 直し , そ 


Re の 半 敷 と つて Mi を 討 算 す る と , Mr=ー0.93 と な る . 故に (②) 式 に よる と 


太 =2X 1010ergs 


と な る 。 多 Richter 等 の Minimal Recorded Earthquake の ほ ゞ 17100 の の 4 KA 


事 に な る . 


Fi は 注 目 す べき 事 宙 で あつ て , ho 本 この 大 が か り て な る で あぁ ろう う 。 的 33 


4 准 藤 を も つた 一 つの 式 で 現 わ せる か どう か は 今日 の 観 泊 で は 決 憲 去 
MK nen の に 依 れ ば 万 =1016ergs の 地震 の 敷 が 「very Ne 」 で ある と 寺 う ヵ 
この 地震 の 敷 が maximunn で ある か どう か は 今日 の 盾 測 か ら 雲 な い . た ぶ 比較 的 粗い 碧 
油 綱 で 観 滑 し て 居る と , 太 = 106ergs 位 の 地震 の 頻度 が 見 か け 上 最大 に な る 様 な 事 が あ : 
「 も mt な w。 「 
3 NM サン て な た する の 


1 
・ 


ーー ラッ ニー 
。 最後 に 本 論 6 きっ た 人 っ を いた さい た 
[ 訪 を 表 だ Ms - y22 
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Damping of the Surface-waves of Artifcia1 Earthquakes. 


ム A. Kobotera 
Kyoto University = 


The writer studied the surface-waves (Rayleigh-type) generated by artificial GE 
especially in regard to the attenuation of aplitudes with the increase in focal distances and 
calculated the attenuation coe 英 cient from the data obtained by himself. 
Next, the data Were compared with his modified SeZaWa"' S theory and the viscosities the 
Weak surface layers Were calculated. 
8 _ Hinally。the Writer discussed the relation between earthquake damage and mechanical 1 
SS ゝ _ perie of the Weak surface 1ayers. 


SS 
_ 表面 波 の 洲 襲 を 有吉 的 場 か ら , Gutenberg り 等 が 取扱 つて いる . 筆者 は 人 工 地震 の 場 
、 人 現われ て 朱 る 軍 流 つい て 。 その 江 半 の 模 拉 を 記 べ て 見 た . 迷人 取扱 つた も の は 里 源 


_ か ら の 距離 開 する も の で , 振 巾 を 計 つ て 求め た . 丸 こ の 結果 と 理論 人 に ボ め られ た 灯 細 性 
_ 咽 内 を 信 描 する 弾性 波 の 偽 播 杖 態 と 奉 上 鷹 き せ て 見 る こと に し た . 球 に 言 う 表面 波 は ield 
で は Ground SA と 呼ば れる も の で , この 中 で Rayleigh 型 の 波多 取 つ て 議論 し た 2. | 


04 E と 用 いた 記 銚 は , 和 
NOe NO7 歌 山 市 内 で 行 つた 地 
「 毅 調 査 の も ゃ の で , 源 。 
線 の 分 布 及 び 地 下 構 
造 の 東西 断面 の 大 略 
Fig. 1 b as 3 に 
Geological section of Wa- は 。 Hig. 1 に 示 し 議 
kayama SMA in E-W direc- - 識 
tion. て ある . 測線 の 全長 。 
は 200m 一 400m と し , この 間 (c 10 個 の 佐々 式 上 
下 動 C 型 振子 及び 6 個 の 水 吾 動 C 型 振 子 を 怒 思 
し , 振子 の 感 諾 を 等 し くし て 置い た 用 いた 業 量 は 
300g 前 後 と し , ほぼ 一 定 に 保つ た .… 
9 2 Rayleigh- 型 の 波 の 振 店 減 奏 座 を 氷 め る こ 


Map of Wakayama city. 


Id 
8 < 人 1 
の 如き 型 に な る ・ 
@-Fr は 土地 の 減 奏 力 に よる 項 で あり , fm は 土地 に より 定まる 常 歌 で あり 。 振 店 浅 3 


。 銘 で は , g., 7 は 既知 で も る か ら , g が 求め られ る . 
証人 


、 の 華原 を 園 示し て ある の 
身 Tig 2 及び Table 1 で 判る 様 に 。 人工 地震 の 表面 波 の 小 長 は 大 一 定 で ある ・ 4 Pig 3 


Sr 


Table 1. Attenuation coe 岳 cients, wave-lengths, periodS, propagatiorn 
velocities of Rayleigh-type waves and the ratios of ヤッ x. 
だ : Attenuation coe 需 cient of Rayleigh-type Wave. 
ss Wave-length of Rayleigh-type Wave. 
0 電 : PerioG8 ・ of Rayleigh-type Wave. 
。: Propagation velocity of Rayleigh-tXpe Wave: 
ヵ : Propagation Velocity of logitudinal Wave. 


- 婦 ぁ 5 7 了 。 7 
選 No・ (x103C.G-S. ) (Cm) (sec) (m/sec) 12702: 
当 い B 5 半 ら 】 49 0.14 350 7< 
M 2 2.5 46 0.17 270 5.7 
3 9 4.2 42 0.185 220 8.0 
を 4 2.8 -4T.5 < 0.142 290 6.2 
了 5 1.5 作っ 0.125 300 4.3 
6 2.1 40.5 ああ (性 230 5.0 
「 誠 較 2 届 る 36.3 0.11 330 4.2 
本 2.4 38.2 0.128 300 5.3 
( 

0 ee 

湊 "* 4 

どー に 

時 er の 1 

「 9 

及 mlT M に 

2 を 

了 Ce の ナー ュー ター あー あー 

人 7 5 一 5 あーあ 5 6 % 

| bi 「 ET 


Fig. 3 Relation between attenuation 押 
coe 仙 cients and Wave-lengths of っ 
Rayleigh-type Wave8. 


Fig. 2 Relation between periods 
and wave-lengths of 060 
WaVe8. 


。 Rig.4 Relation between Fig. 5 Relation betWeen attenuation 


PR attenuation coe 人 大 cients coe 仙 cients of Rayleigh-type WavVeS 
and Ve locities of Rayl!- and ヤッ ヤァ . 
eigh type Waves. - p: velocity of the 1 の 2 Wave, 
* : velocity Of Rayleigh-type Wave. 


“ 9 04 Rayleieh 波 の 減 に 開 する 理論 ' 
。 土地 を 人 覆す る Rayleigh 波 の 問題 を , 箇 人 必 内 の 細 性 波 の 信和 の 理 答 で 取扱 つて 見 

る 5. 今 二天 元 的 に 佑 据 する Ray1eigh 渋 の 汰 態 を 見 る c。 土地 を 年 無 限 紗 性 庄 と し 。 4 
を Lame の 千 数 。 メ 。 の を 格 革 際 数 と し て 運動 方 委 式 を 区 て 。 環 具 條 件 を 導入 し て 解 
いた ・ Rayleigh 波 の 場合 の 丈 澤 博士 の 理論 と よる と 震源 か ら の 距離 に よる 滅 装 の 項 は 1 


_e げ 27 7 
2 (あく 0) (4.1) 
、 と な る , 到 で ダ , 〆 が 4, / に 比 し て 小さ いと き , 記 の 値 を 求め る と , 


/ / bn 三 洲 S 
填 2/ ょ 1 だ 6 記 -2+ が | 


較 2 上 4 填 22 「 ジ 1 ユ ー ん 5 ソ エ ユー だ, 
所 orb ミー 記 * 稼 た 5 なこ ' 
SS ん ? 1 1 

KS ( We ーー し に 2+ ii) 


本 2 も の 0 


2 
2 カ ュ ーー 


6 
8 (4.3) 


印 ち , この 理論 で は 訪 が 先 C 逃 べた , 振 巾 減 奏 楽に 相 営 する ・ 


SN が ニー ー 
と な る ・ 


$ 5. の 環 値 計算 

fa を S$4 の 理論 か ら 歌 値 計 算 す る こと が 軸 來 る . 欠 し 質 際 の 場合 漠 居 の 下部 表 和 
に 相 営 する 層 が ある . この 穫 C, 一 般 に Rayleigh 波 の 俺 播 速度 は 上 居 と 基盤 と の 粘 弾 性 前 
性 質 及び 上 居 の 厚 さ () と 波長 (の ) に 関係 し て 北 し て 來 る ? め 刀 万 は Table 2 に 示 す 。 


> 時 


ele of 7 を 考え な 。 て も 良い こと が 刊 り , 近似 的 を 
と Wave-length 回 Rayleigh-type 


2 理論 で 取扱 い 得る この 
。 万 : Thickness に せ Strat る 
選 pper 2 それ で (4.2) の 式 0 か SE 
_No. / 万 5 
ーー ュ ーーーー ーー ー 8 1 ん 2 1ー ,* 三 772 に を Eo 
Es ” ツ ュー 398 を 
雪 誌 和 5 導 5 
の 0 1 3 
.71 友 e( ei の 
5 0.60 1 一 戸 ? 2+ (いい 
- 095 。 ”。 と 固い て 。 住 間 の 7p を 貞 
0.95 いて , 任意 の 4 が 2 
8 SN 意 〆 を 興 え 計算 : 各行 紀 


' ' 但し 理 え が 考え て いる , 4 の 値 は 大 略 . 1 の 
で 知り 得る ・ 一 般 に Pzp/Ps,。 と PPs は 近い 値 を も つも の で ある ・ Fig. 6 2 
人 rg/ ア s と の 開 係 を 園 示 し , Table 3 及び Fig. 7 (と は 72。 2 の 値 多 示す . 


正 Rig. 6 9 ーー 8 ーー 
- 導 1 娘 
- 人 Table 3. の 6 
放 ー 0 
導 ん 4: Lame's constants. 
導 アァ Ps: Propagation velocities of 
- 肝 1ongitudina! and tranSVersal WaveS- 駐 , (4.2) 式 は (5.1) 式 か ら 
』 の YYs 26 2 アキ 2 の だ の デー 
馬 、 98 10 0.00274 | 2.0274 が ( 4+2 了 の 
馬 62 8 0.00428 | 2.0202 0 わ 0 
時 247 7 0.00562 | 2.0138 
2 _34 上 6 0.00772 | 1.9944 
_ 14 4 _0.02061 | 1.8480 今 42 2= ア p/ ア s 
7 3 0.03321 1.6160 必 

6 2 0.130 0.845 
を 34 | | 0.146 | 0.74 と する と 
を 3 1 ーー ィ / 772. ) る 
3 クン 十 2// の / (5.2 

7520 で 3 


7 が と ム と を 比較 し て , Table 4 及び Fig. 8 示す. 


。 Density. 


8388 Velocities 
5 of longitgtn and tranSVerSa1 


3 ーー 
7 ド 。 

に で あり 。 再 常 の 場合 

0.000 0274 | 2.0274 

0.000 0609 | 2.0202 2722< ぐ gg (5. 2 の 


0.000 1148 | 2.0138 


0.000 2146 | 1.9944 
0.000 4467 | 1.9834 。 w。 | - と 見 て 良く , > 


0.001 2879 | 1.8480 。 / メ ンー の お 
0.003 6895 | 1.6159 の 2 (7 十 ) 支 1 (5. 5) 


0.043 33 | 0.845 に -、 と たる か ちっ 3 人 ⑤. の 


円 


と 折 る 4 の 條 件 を 手 入 する と ヶ 


の // 
2 


ああ イコ 2r・ 人 
だ ーー ー ル , りこ Pa= を 


っ p Ps だ の 


癌 c 香 々 の 考え て いる 欠 面 (Pz/Ps=8 一 10) で は , (5.6) 式 の 示す 如く , 


、 印 ち , Ez は Pe と アセ 池 比 全 し , 7p 比例 し て 尊 化 する . Fig 3, Eig 4 に は 
、 半 の 開 係 が 現われ て いる . 久 Ag に は 粘性 係 唐 も 開 係 し て 來 る こと が 刊 つた . ら 計 
2 Table 5. Attenuation 5 Table 5 及び 3 9 c は 

coe 需 cients and /〆/p. 0 7 その 本 を 示し 


友 : Attenuation coeffcient of 
_ Rayleigh-type Wave. 3 
/:。 Viscosity coe 折 cient. て ある . - 4 半 

っ 


86. xr と 波 の 振 店 
as あぁ 滅 奏 率 と の 開 係 。 3 


ル ci62 邊 波 生 
ー 作 1 P- 波 の 振 中 減 奏 府 は 
Relation 0 attenuat- 4 ゎぁ ニ OS Se (⑥.1 
ion coe 仙 cients of Rayleigh- ゲ 


type Waves and ん /p。 の 型 で 減 奏 する 5 2 し て 求め 
/: coe 抽 cient of viscosity。 衣 - 


TI て 見 た . (6.1) の 式 で 
人 九 波 の 振 店 , 7: 万 波 の 振 巾 減 腐 率 , ヶ : 震源 か ら 製 測 同 党 の 距離 , 
Cpj 任意 常 敷 「 


ん 〆/e 
Noe] 103C.G.S.)| (107C.G.S.) 


oo さ の の ScSNSm 
OU な OS 
選 Gr 中 On Go Ko O CO 


: Attenuation coe 需 cient of 

Rayleigh-type Wave. 

- 胡 /: Attenuation coe 拓 cient of 
1ongitudinal wave. 


を 


婦 。 | 2 の 
(x1034C.G.S. ) | Cx103C.G.S、) 


っ 2 
の 1.2 - (6②⑨ces. ンド " 時 
3 4.2 6 Fig. 10 Relation between の 且 係 に つい て . 
人 8 くる 20 如 and 包 ?。 Where こ 
2 1.5 みお 5 だ and 失 /are atten- 先 に 逃 べた こ Ne CN SS 
6 2. 1 に uation coe 仙 cients of SS 
上 5 1.8 Rayleigh-type and 居 の 物 公 を 7 を 
5 2.4 2.3 1ongitudinmal Waves, 


respectively。 求め る こ と に よ り 。 大 
| 遇 知る こ と が 出來 た . 門 で 注目 すべ きこ と は , Fig. 5 で 知ら れる 如く , 7g は アァ アァ CN 
者 し C 剛 人 を 持っ て い ぇ . EGOS 2 は まみ が 震 害 と 深い 開 係 が ある こと を 示し て いる ・ 人 
Ps の 値 が 震 害 と 開 係 の あ る こと は , 嘱 井 , 高知 , 等 の 調査 緒 査 が 示し て いる %. の 
ュー ここ MOB 
。 性 係 敷 (密度 は 欠 り 剖 化 は な いと し て ) が 開 係 し て 來 る . 速度 と 圭 審 と の 開 係 は すでに 知ら 
。 れ て いる が , 下 で , 粘性 も 或 る 程度 開 係 し て 來 る . 然し て 束 簡 居 に 於 て は 特に 粘性 係数 の 
| 中 で も が 主 に 開 係 し て 來 る こと が 刊 つた . 2 
| 絶 り に , 種 メ 御 指導 下さ つた 佐々 数 授 に 感謝 の 意 を 逃 べ る と 共に, 人 PF 和 し て 
迷人 の 補助 を 受け た こと を 記し て 。 党 選 に 厚意 を 表し 話 い . 
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南海 道 地 震 と を の 一 修 震 に つい て 


九州 大 下 理 胸部 物 政 到 数 室 吉 山 良 一 バ 
(昭和 25 年 8 月 21 日 受理 ) PS 


On the Nankaido Farthquake and one of its After-shocks. 


R. Yoshiyarna 
、 RyuShu University 


選 The SeisrmOgrarns of the 2 Earthquake Were of very complicated apDDpearanCe. 


Accordingly。 the determination of Pn。 P*,P and S were made in many different Ways. aking 
。 these interpretations into consideration。the author studied how wide the epicentral area had 


extended and how the earthquake had occurred. 
2. Seismometrical results of the Nankaido Earthquake and one of its after-shocks having 


occurred Apr. 18, 1948 were compared With each other. Some considerations Were also made 


_ as to their epicenter8. 


3. The amplitudes of initial mmotion of the above two earthquakes Were studied. It-Was 


revealed that the two earthquakes had occurred in much the similar Way.- 


4. A question Was presented what should be meant by og22 earthquake. 


1. 昭和 21 年 12 月 21 日 南海 道 地震 の 記 象 は 大 地震 の 例 に 光 れ ず 複 条 な 型 を 示し , P 濾 


。 の 部 分 が 半 段 C も な つて いる . 先 づ 誰 の 目 に も 着く 著しい 第 2 動 は , 例え ば 咽 岡 管 司 祭 象 


吉 , 遍 見 島 , 宮崎 , 熊本 , 佐賀 , 下 敵 各 洋 候 所 の 記 象 で は 牧 動 の 後 810 秒 に あつ て , その 


_ 後 ヒ 一 居 著 大 な 波 が 記録 され て いる が 。 その 基本 週 期 は 地震 計 の 週 期 46 秘 ) より は る か 
に 長く 第 2 動か ら 第 3 動 て の うつ りか わり は 人 欠 り 明瞭 で な く , 地震 計 の 週 期 に よ つ て その 時 
_ 期 が 一 見 異 る の は 正 む を 得 な い . 第 1 動 の P 波 に 有 す る S 小 は 此 の 雄大 な 波 が 終ら な い 甲 


と 到 六 し て いる ら しく, 例え ば 忠岡 管 司 気 象 豪 の ウイ ー ヘ ルト 地震 計 東 西成 分 に 就 いて 去 

、 

時 間 は 推定 せら れる 震央 距離 (< よく 適 際 する - 然るに 多く の 人 々 は 著 大 な P 小 の 中 に 第 1S 

NN .  。 om 
る .S 濾 が それ 等 T 波 よ り も 速く 到着 する ほど に 震央 に 近い , 例え ば 潮岬 , 尾 各 測候所 


0 


の 検出 に 最も 困難 を 感じ た こと ゝ 思わ れる ・ 針 が 記録 の 途中 で 早く 外れ た 観測 所 程 共 期 後 重 
測 縛 時間 を 短く 評 全 する 傾向 が 著しい の は 営 准 で あつ て , 逆 に 震央 か ら 表 く 苑 れ て 記 宗 が よ と 


く 〈 と れ た 所 で は 後々 に 大 き な 波 が 貫く 知 め tc S. 小 を 蔵 分 後 の 方 推定 し た 傾向 が ある の で 


は な いか と 思う . 


- 第 3P 波 こそ 大 地震 の 本 器 の 様 ヒ 思わ れる の で る が , 唯 今 の と ころ 定量 的 議論 する こ 


NACS と 23 (23) 


MM 
られ た こと で な く , 殆 ん ど 田 慣 的 に 一 方 を Pa 或 は P* と し 他 を P と し て 報告 され て いる . 
リラ NNW NMRNNMWet 
様 な 地殻 構造 に よる 説明 と 全く 並行 し て , 大 地震 に 前 凡 し て 華 生 する 小 地震 に 貼る と する 読 
明 も 久 営 然 の こと ヽ し て 認め られ て いる が , この 曖 味 さ を 如何 解決 すべ き で あろ うか . 松 
澤 先 生 は 中 間 慎 及び P* 波 の 研究 に 於 いて 震源 が 大 き さ を 有 つ 乱 め 必然 的 lc 波 の 源 と P 
波 の 源 と が 別に な る 場合 が 存在 すみ こと を 考え , 走 時 曲線 だ け で は 震源 の 深き と 居 の 厚 き 
と を 同時 に 一 義 的 に は 定め 難い こと を 逃 べ て 居 ら れる が , 若 し も 此 の 様 な 震源 の 2 元 性 或 は 
多元 必 が 大 地震 の 本 質 な ら ば ( 対 も その 可能 区 は 十分 考え られ る の で ある が ) 上 世 の 瞬 昧 きも 
久 本 質 的 な も の に な る . 常に 本 質 的 な 問題 な の で あろ うか , 弟 測 誤 差 の 問題 で も ろう か , 開 
題 の 調査 に 不可 分 の 開 係 < あ る の は 近 地 地震 の 走 時 曲線 の 研究 で ある . 標題 の 地震 に 茂 い て 
も 用 いら れ た の で ある が , 普通 走 時 曲線 の 調査 に 用 いら れる 方 演 は P 小 走 時 曲線 の ベラ テツ 
キ を 第 1 小 と な る べき Pa 或 は P* 或 は P の 紫 落 し と 解 租 し て 地殻 構造 と の つじ つき ま を 合 
MSN 0 細 

> 何時 迄 も 繰り 返す に は 鱗 り に と も 便宜 的 で 危険 が 件 う 様 に も 思わ れる ・ 極端 な 言い 方 で は 
ある が , 例え ば 若 し そ の 様 な 解 租 が 正しい と すれ ば , 目下 問題 と な つて いる 管 の 録 時 開 係 は 
相 営 信用 きれ て いる こと と に な つて , 報告 され て いる 和 初 動 の 検出 精度 が 悪い と する か , 或 は 第 
1 波 が 現われ 難い 何等 か の 原因 を 探 き ね ば な ら ぬ と と (に な つて , その 営 竹 は 他 の 方 面 の 研究 
(c 少 か ら 必 影 響 を 奥 え る . 製 測 の 宣 情 は せ し ろ こ の 想定 と は 逆 で は な か ろう か . 

P 或 は P* 波 の 存在 を 確 め る に は 同一 記 象 の 中 か ら そ れ 等 に 相 営 する 位相 を 見 抽 し て 調査 
する こと が 世 ま し く 思 われ る の で , その 乱 め に と もち, 一 鷹 P 或 は P* 等 と し て 報告 され た 南 
海道 地震 の 著 明 な 第 ,2 動 の 性 質 を , 此 の 地震 の 物 動 と 類似 の 初動 を あ 示 し た 昭和 23 年 4 月 18 
日 の 所 詩 鈴 愛 の 記 象 と 比較 装 妥 し つ ゝ 調査 する こと を 考え た 爽 第 で ある . 要する に 南海 道 地 
震 の 記 象 に 現われ た 第 1P, 第 2P の 爾 位相 は , 同じ 因 源 を 出 た 波 が 異 つ た 道筋 を 通 つ て 奉 
た も の と 人 解 租 す る 方 が よい か , 父 は 別々 の 震源 に 華 生 し た も の と 壮 え る 方 が よい か を 決定 す 
る の が 差し 営 の 目的 で も る が , それ に は 同一 の 岩 源 と か 或 は 一 つの 地震 と 到 う 言葉 如何 
な る 意味 に 使う か を 先 づ 決め て も か ね ば な ら ぬ ・. 地震 の 敷 の 敷 え 方 は 場所 だ け で な く 時 に も 
着目 せ ね ば な ら ぬ が 後者 に 開 す る 事柄 は 非常 に 困難 に 思わ れる の で こ ゝ に は 前 者 に 開 す る 
柄 だ け c 競 い て 逃 べ る . 現在 我々 が 盾 測 し 得る も の と 走 時 曲線 と 科 動 方 向 の 分 布 と が あつ 
て , 走 時 曲線 か ら は 波面 の 形 を 計算 する と と が 出來 る 答 で ある ・ 一 鷹 波面 の 形 だ け を 敷 え 方 
の 基準 に と れ ば 「 波 面 を 計算 で お し ち ぶ め て 行 つ た 時 一 冊 に 習 飲 す る 」 波面 , 印 ち 媒質 が 均 
MM 


由 


N_ 24:(945: 


2 この Ms 27 で 区 b.28 和 0 
・ 然し 征 久 実 源 の 大 いさ の 研究 も 始ま り 観 測 材料 が 捕え ば その 形 まで 議論 の 軸 旬 と な 
ろう と する 今日 , 欠 り に 窮 届 な 定義 に 思わ れる で あろ うか , 之 幸 し て 物 動 方 向 を 探り 入れ 
る 考え 方 は まだ 十分 検討 し て て いな い の で ある が 一座 交 の 様 に 考え る ・ 秀 々 は 初動 方向 の 分 
章 07200 2 は 波面 と 之 直交 する 岩 小 線 を 含 
曲面 と を 座標 系 に と つた 時 , 洲 動 方 程 式 の 解 が 疾 敷 と 分 離さ れる と と を 前 提 と し て いる . 
従 つ て 少く と も 震源 と 近く 媒質 の 不 均 外 を 考え に 入れ な く て よび い 範 園 ヒ 於 いて は , 波面 の 形 
、 が 波動 方 如 式 の 解 の 煎 分 離 を 許す 曲 座標 西 の 一 つ に 一 致す る と き , 一 つの 地震 , 或 は 一 つ 
、 - の 和 震源 が 届 際 する 定義 方 法 を 考え る こと が 出來 る ・ な ら ば 細長 震源, 廣 えと し た 震源 を 
有 っ 地 氏 等 も 「 一 つの 地 久 」 の 中 代入 る 可 能 侍 が ある ・ 弾性 論 的 (と も つと よい 定義 が ある こ 
思わ れる が 筆者 の 思い つき を 区 べ , 諸 先 生 方 の 御 示 中 を 仰ぐ 次 第 で ある . 現在 の 精度 で 
IE こと を 思え ば 涯 
_ 源 の 敷 え 方 も 抽象 的 に は つき り と 定義 きれ て いて よい の で は な いか と 思う . 前 に 逃 べた 松澤 
、 沈 生 の 震源 機構 は 一 艇 の 2 元 性 地震 と し て 敷 を た られ る と と に な る が , 之 を 2 元 性 地震 と し て 
は , 或 は 震 洒 の 深 さ 。 走 時 曲線 か ら 計算 され る 震源 の 大 いき 等 概 全 も 計算 も 困難 で ある か も 
。 知れ な い が , 計算 され た 波面 の 形 或 は 走 時 曲線 が 誤差 の 範 園 内 と 基 い て 一 つの 地震 と 看 位 し 
、 得る な ら ば , を 一 つの 地震 と し て 敷 え る こと と と より て 類 源 の 深き , 震源 の 大 いさ も 計算 す 
る こと が 出来 る で あろ う ・ 爺 ち 展 源 に 考 を ち れる 多 て の > 同 先 生 の 所 講 ,「 振 動 子 」c 越 い 
て , その 一 つ 一 つの 位置 を 定め る こと が 出來 な く と も , それ が 分 布 し て いる ひろ さや, その 
中 心 の 位置 は 少く と も 確率 論 的 な 形式 に 於 いて 議論 の 肝 に な り 得る で あぁ ろう. 
_2. 昭和 23 年 4 月 18 日 の 魚 震 の 震央 は , 大 地震 に 際 し て 科 動 方 向 と 初期 後 動 繊 繊 時 間 
、 か ら そ の 震央 と し て 最初 に 求め られ た も の に 殆 ん ど 一 致す る こと が 。 大 阪 管 選 旬 誠 の 意見 
、 と し て , 報告 され て いる ・ 筆者 は 走 時 曲線 を 調査 し , 大 地震 第 1 波 の 震央 と し て , (@ ニ 
、 38"057W, 20=135947/ 刀 ) を 求め た 。 之 は 大 阪 管 司祭 象 埋 が 震央 に 近い その 管 下 の 測候所 に 
、 共 け る 初生 方向, 初期 微動 畿 績 時 間 並 びに 策 震 詩 を 用 いて 定め た (33.2? W, 135.85 刀 ) と 忠 
_ 共 無 象 宇 の 南海 道 大 地震 調査 概 報 に 定め られ て いる (33.0?W, 135.6? 巨 ) の 卒 均 位置 を 第 1 
近似 と し て 計算 を 進め て 定め た も の で ある . 走 時 曲線 に 開 す る 事柄 は 本 報告 た 引き つぶ いて 
報告 する 拍 定 で も る が 。 こ ゝ に は それ ほど の 精度 を 必要 と し な い . 此 の 震央 に 相 製 的 に 上 記 
具 震 の 震央 を 吟味 する 乱 め に , 各 製 測 所 に 共 け る 弄 地 震 の 族 震 時 差 を 調べ る . 二 っ の 区 震 の 
、 融 誠 時 の 分 以下 の 敷 字 で 差 を つく る と , 7 分 3537 秒 と な る 。 この 秒 以 下 の 芽 字 を 継 則 に 。 ' 
各 抽 測 所 の 上 記 震 央 か ら 見 た 方 位 を 横 軸 に と つて 表わし た も の が Fig. 1 で あぁ る. 圏 中 。 自 
丸 は 中 央 和 象 宮 か ら の 観測 報告 を その ま ヽ 用 いた も の で ある が , 走 時 曲線 を 調査 し た 結果 。 
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大 地 氏 和 時 の 多 時 人 の 科 放 は 成り 
低い こと が 明か と な つた 。 そ そよ で 才 え 
ら る ゝ 種々 の 誤 差 を 想定 し , 双 敷 ヶ所 
CRCcu 和 8 
て 頂い て 。 報 和 値 に 或 る 2 
4z/ ん 77 の F が と ゞ 74779 の パ OS て だ 5 1 間 ミ 
Fig. 1。 的 な も の で ある が , 弟 測 報告 値 と , 2 
れ か ら 得 ち れ た 均 の 走 時 画 線 と の 下 均 価 と 近い も の が 得 ち れ た 。 大 地震 の 茂 大 時 と し て 
の 修整 され た も の を 用 いて 差 あ を つく つた も の が 園 中 の 軒 丸 で ある ・ 多 岩 の 策 震 時 は 勿論 
場合 も 観測 報告 の ま ゝ を 用 いる ・ em<=motorrmpommefeert 
3 の 走 時 曲線 上 に の つて いた も の を 表わす ・ 之 に よ つ て 咽 地 震 の 各地 低 共 け る 移 居 時 差 が 区 
ど 一 定 36 一 37 秒 ) で ある こと が 判る . この 事 定 は 二 つの 箕 央 が 殆 ん ど 一 致し て いる こ 3 
j を 示す も の で ある . P 波 の 見 掛け の 球 度 は 7.5 一 7.6 km/sec で ある か ら 苗 の 範 園 で 一 致し 
て いる こと に な る . 此 の 時 間 差 を Pasadena, Mt. Wilson, Riverside の 記 象 C 就 いて 調 
べた 結果 , それ ぞ れ 36.3 秒 , 35.6 秒 , 37.0 秒 と な る ・ Pasadena の 記 象 と は 無線 時 報 が 
「 直接 和信 つ て いる の で 録 時 の 精度 は 非 深 に 高い も の と 室 え る 。 他 の 2 ヶ所 人 に 於 ける 銚 時 科 下 値 
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Ke 


3. 次 ヒ 二 っ の 地震 に 就 いて 科 動 の 
- 振幅 を 比較 し て 見 る . Tig. 2 の 構 軸 


4 . で oprgsoz o) 


〆 6 /ZZY gey 。 ? マ oO 


S 
ぐ S 


まま あ 2e 2 eg7Z ん 4 0 
、 ミ aoo4 aofzo 大 昌 震 の 。 継 内 と 倫 震 の それ ぞ れ 初 
は 販 動 の 振 柚 を と る ・ 但し 目 り は 振幅 の 
8 絶 抽 値 の 平方 根 に 比例 する 様 に と り 。 
S き 正 貌 は 押し 波 を , 負 貌 は 引き 波 を 表 わ 
す . 材料 は 矢 張 り 前 記 中 央 祭 象 喜 概 補 
「 き > 同 地 仙 通 信 よ る が 。 大阪 と 京都 の 


報告 に は , 原 記 象 調査 の 結果 , 誤植 が 

ある こと が 明か と な つた の で , 修整 し 

4 の の / 刀 e eaz 友 の 22 7 ググ の . 利 戸 の 報告 に つい て も ぁ 六 震 計 の 記 象 を 
ル W4 ん 4/2 の _ と 4A77 グ 9 の. 

Fig. 2. 参照 し て 少し く 修 上 整 を 施し た 。 久吉 午 

(て は な い が , 原 記 象 多 見 せ て 頂い て 佐賀 , 下 開 各 測候所 の 招 濁 結果 を 追加 し , 前 記 84・ 


dena 填 3 ヶ 所 の も の は その ま ゝ で は 小さ すぎ る の で 100 倍 * し て 各 抽 測 所 の 頭 交 学 を 附 記 
を 1000 倍 と し て お 《・ 


- 上 Q . 
ke: 


79 2 の 9 の 


の 


ーーー ニーー つ ーーー アー ンー ニー ニー ニー ビー ニン 隔 
*x 地震 計 は 電磁 型 で 倍率 は 地震 の 週 期 に よ つ て 異 る が と ょ に は 一 杯 に それ 


3 既知 られ て いる 様 に , 一 つ は 有 感 件 径 900 km 以上 に 矯 し , 0 も 105ere 
「 と 償 さ れ て いる に 反し 。 他 は 路 え 昭和 23 年 6 月 28 日 の 記 電 地 震 比 敵 し 外耳 衝 も 
本 600 Rm 以上 を 記 銚 され る が , 座 均 と し て は 400 km の 程度 で , ニ ネ ルギー は 1023 


多く の 地震 が 指摘 され る の は 賞 然 か も 知れ な い 。 徒 つて 「 或 
も から 人 た 」 で 所 な な つて いる 玉 が どの 導 居 き も て いる を 3 
全 べ る こ と が 必要 で ある . ' 


の 区 和信 代表 所 し て きつ た 球 。 大 板 
京都 輝 戸 。 下 開 , 扇 岡 , 佐賀 , 宮崎 , 鹿 見 鳥 各 管 居 気 灸 嘉 。 敵 侯 所 地震 課 の 方 ぇ c, 殊 
に 仙 天 管 居 気 象 嘉 管 下 の 地震 記 象 を 送 つ て 下 き つた 夏 森田 稔 仙 管 天気 象 裏 長 の 圭 に , 婦 
Pasadena 製 測 所 グレ ー プ の 記 象 を 送 つ て 下さ つた Gutenberg 教授 に 厚く 放 意 を 表す る - 
なこ 六 江 
。 中央 気象 豪 : 南海 道 大 地震 調査 概 幸 
宇和 地震 通信 No. 5, No. 10. 
、 大 阪和 必 気 象 宮 : 昭和 23 年 4 月 18 日 の 地震 概 報 
_ 東京 帝國 大 如 地 震 研 究 所 : 地震 研究 所 研究 速報 (第 5 競 


貼 央 気 旬 豪 高 木 王 
(昭和 25 年 8 月 22 是 受 理 ) 


a _Distribution of Initial Motions of the Great Kwanto Earthquake. e 


4 S。 Takagi 
Central Meteorological Obseryatory 


委 , 


SHRiolth it has been already 27 years since the Great KKwanto Earthquake, yet no 2 
5 conclusion has been obtained as to the mode of distribution of initial motions due to that 
3 _quake. After recollecting several theories on the problem, the author comes to the 5 
ま that the distribution of initial motions is ikely to be Well interpreted by means of the so-c 
。 conical type rather than by the quadrant type. The vertical angle of the cone is 203 an 
。 axis inclines 8? to the East from the vertical line. 


* 用 SDHh of 45 tilomeees 


に" と 
。 と の 地震 は 営 時 澤山 の 壁 者 に よ つ て 論 じ ら れ た が 。 営 時 の 知識 か ら は , その 初動 分 布 
常 な 馬 が 多く , 地形 朋 動 も は つき り し た 包 居 が 現われ な か つた の 。 普 動 が 大 きか つた 所 か 
導 数 屋 の 地 人 大 説 を 生む や うに な つた 。 これ 等 セ つき 一 三 の 設 明 を 加え 大 後 委 者 の 調 ニ 
査 の 跡 を 逃 べ る 筑 り で ある ・ 
、 2. 礁 研究 調査 の 跡 3 
前 E こ の 地 誠 は 者 全 な 開 係 わあ る 汰 か の で 。 プ 和 の 研 究 の 味 を た ど つ 
、 て みよ うと 由 う ・ 今 和博 士 は この 地震 肝 し 年 を 異 し て 研究 せら れ た よぶ う で ある が 始め 
は 農 央 を 相 科 導 北 部 と し て も られ る G①。 これ は 東京 の 初生 方向 と 沼津 良 比 較 向 震 央 に 
。 近い 所 の 地震 計 の 記 銚 か ら 決 め ら ちら れ た も の で あり 。, 深 さ は 10 一 20 計 と し て お られ る . と の 
_ 王 字 を 出さ れ た の に と は 充分 な 科 現 的 な 根 捧 は な いよ う で ある ・ 地震 を 起こ し た 力 は , 南方 乃 
至 東方 か ら の 歴 力 だ と し て お られ る が , この 力 に よ つ て 地震 が 起こ と つた も の と すれ ば , 前 橋 
熊谷 の “引き” は 説明 出来 な いし , 多 沼 準 の “引き” (これ は 本 党 は “押し” で ある が , 人 
_ 村 博 士 の 圏 に は “ 紀 | き ” と な つて を る ) は 説明 出来 な い ・ それ か ら 英 年 後 (昭和 4 年 1929 
年 ) に は 二 っ の 有 震源 を 考え で て ぉ らち れ ②, 一 つ は 上 記 と 同じ 相 栓 北部 で あり 。 他 の 一 つ は 玉 
澤山 附近 で ある . そし て それ ぞ れ そこ に 於 て 断 居 が 出来 た と 考え て お られる.・ これ に より 初 
、 動 分 布 が 完全 説明 出來 る よう 全 べ て も られ る けれ ども , よく 調べ て みる と 説明 が 出來 な 
、 い が 分 5 つの 肛 源 を 結ぶ 直線 の 垂直 二 等 分 線 の 南側 で は , それ ぞ れ 固 源 を 中 心 に 


イー 


hpi 四 較 。 近 比 太 面 の “舞い "も 不 合理 で ある 刊 
の emi て BOSS 8 還 
。 所 の 地震 刻 」 の 中 に 逃 べ て ある の で , それ か ら 引用 する と 小田 原 明 近 人 二 北 の 割 月 と それ | 
に 直角 に 東 の 方 へ の 割 目 , 郭 も 丁字 型 の 割 月 が 出來 た と きれ た . さ う する と 必然 的 東北 地 


。 方 は “| き ” と な ら な けれ ば な ら な い が , 皿 際 は “押し” で ある . 多 こ の 根 提 と な つた 仙 意 
、 水戸 の “押し” は その 後 の 正 確 な 缶 測 か ら , いづ れ も “中 | き "” で あつ た 事 が 分 つた 
、 松 半 箇 作 士 は その 著書 の の 中 で 。 や は り 小 田原 附近 南北 の 割 目 が 軸 夫 た と 考え られ で 
5 ある 、 それ で は 日 純 な 彫 雛 型式 の 初動 分 布 と な る べき で ある が , 資 際 は さき うな つて いな め ・ 
。 いく ら 販 名 の 頂 角 を 大 きく し て も 新潟 の “押し "は 説明 し 切れ な い . 包 ち 普 靖 の ヘリ サケ 
_ 地震 で は な い 事 が 分 る 
_ 疾 田 叶 炎 博士 は 主として p 一 S より 震央 を 決定 され , それ に 津 浪 等 の 観測 も 考え に 入れ て 生 
、 江間 と 決め られ た C①. 初生 分布 を 読 明 す る た め に 。 深き 48 首 の 所 (と れ は 涯 天 c 近 い 二 
全 の 宮 測 所 の ps より 決め た も の ) に 下 向 の 力 と 西向 の カカ と の 二 つ の 力 で 地震 は 超 つ た と 
、 考え られ た . これ で 相模 漠 の 史 落 部 の 読 明 を つけ よう と され た . それ は それ で よい と し て も 
、 物 動 分 布 の 方 は この 様 な 考 を か ら は , 一 線 を 境 と し て , 一 方 は “ 押 じ "一 方 は “⑨1 き ” と な 
。 ら な けれ ば な ら か ない が, 息 際 は 前 橋 熊谷 の “9 引き "東京 の “押し” が ある の で , この 様 に 
|。 守 仙 を 割 する 事 が 軸 夫 な い . 
- 忠相 箱 門 太郎 博士 は 震央 を 小田 原 附 近 と し 。 深 さ 66 (これ は 東京 の ps より 算定 ) 
_ の 所 に 殆 ん ど 垂直 に 近い 断 古 が 出來 た と 考え を られ た 詳し く 言え ば , この 断 大 面 は 鉛直 と 
、 19 西 C 傾 き 南北 に 走 つ て お る と せら れ た . そし て この 面 の 側が つき 上 上り, 下 側が 落下 し 
た と し て 初動 2 布 の 分 線 を 描か れ た . 所 が この 爺 線 は は 國 富 信 一 博士 も 指摘 せら ちら れ た や うに とめ, 
明らか と 間 違 つ て いた . 中 村 博 士 が 考え て お られ る 様 に , 断 居 面 が その ま ゝ 分 線 と し て 地表 
_ と 現われ た も の と すれ ば , 球 と 面 と の 載 線 だ か ら 園 と な り , その 生 径 は 6000 灯 と な ら ね ば 
な ら な い . し か し 同 博士 の 圏 より 算定 する と , 僅か 200300 聞 に 過ぎ な い . 内 部 の 速度 の 
_ 帝 化 か ら 賑 波線 は 曲 る も の と し て も 4000 首位 の 件 径 に な ら な けれ ば な ら な い が , さ う する 
と この 園 の 中 新潟 や 秋田 も 含ま れる 事 に な り , 初動 方 向 は 観測 され た も の の 送 に な ら な け 。 
れ ば な ら な く な る . ター 方 節 耐 の 地表 c 現 われ た 園 も 造 か に 大 きく な ら な けれ ば な ら ず 。 き 。ー 
うす る と , 震源 の 西 の 部 分 で “8] き " と な ら な けれ ば な ら め ぬ 人 象限 内 (c “押し ” が 会 きま れる 事 - 
(に な り , 定量 的 考 える と , 中 村 了 博士 の 様 な 鉛 線 は 描け な い 事 が 分 る . 深き を 浅く し て 30 
位 C し て も , 定量 的 に 分 線 を 引く 時 は 。 世 昼 面 民 よる 箇 線 が ど う し て も 調和 が 取れ な い 。 
どう 補正 し て みて も 物 動 分 布 の 説明 は つか な い . 


Ii 


「 
き 
1 
' 


Ei 


| 影響 し て も る よう で ある ・ 松 涯 博士 の 走 時 曲線 を 見 る と 二 本 の 苑 ん ど 下 行 な 直 直 線 か ら 成 つ 。 


と 訂正 され , 朝 箇 田内 は 大 中 説 明 が つく よう に され た ・ 韓 向 園 外 は 下 の 居 を 通 つて 挫 た 波 


の で ある ・ 博士 iC し て みれ ば 。 48? な る 角 を 持つ た 断 居 画 か ら 出 た 波 が 。 下 居 周 折 し 。 を 


、 夫 な いし , これ に よる 爺 線 は 勿論 出來 ない. も し この 面 か ら . 田 た 波 周 折 させ よう と すれ 


_ 方 は 間違い で あぁ つて, 博士 の 思想 を 生か し て 移 線 を 描き 直 直す と , この 地震 の 分 線 と し て は 


開 東 大 地震 の 初動 分 布 は 同様 な 優 定 で は 説明 出來 な い .・ 少く と も 範 財 氏 の 頂 角 を 更に 大 きく 


1Na。 人 が っ きよ 上 げた 断 太 を 考え られ た 。 2 


_ 先 に 來 る 部 分 で も る が 。 河 角 席 博士 も 指摘 せ ち われ た や う (c⑤, 図 富 博 士 の 信 線 は 明らか 問 
違 つ て いた . 園 富 博 二 の 園 中 QAF。BR な る 世 居 面 が 分 線 と し て 地表 fc 現われ る 賠 が 貞夫 な い 


れ が 再び 地球 の 男 穫 の た め に 上 所 避 折 し て 地 表 現われ る の で 。 中 村 博士 の 場合 の 欄 大 
き な 園 で な く て すむ と 考え られ た よう に みえ る ・ 所 が 障 富 博士 に よる と , 上 大 の 速度 3.5 衝 
下 大 の 速度 5.56 詩 で あつ て , この 様 な 速度 比 か ら は 48? の 面 か ら 出 た 波 は 全部 下層 面 で 反 
射 し て 届 折 しない の で ある : よ つ て この 面 か ら 出 た 渡 波 は 韓 向 園 外 で は 最初 (と 到 閉 する 事 も | 


ば 。 断 司 面 の 休 き を も つと 大 きく 有 ち 負 直 と な す 向 を も つと 小さ くし な けれ ば な ら な い 。 さき 
うす る と 東北 地方 の “引き” の 部 分 は “ 凶 し "と な ちら な けれ ば な ら な い . この ま ゝ で 東北 地 
方 の 一 部 (と “⑨! き "が 出る よう に する と , 西日本 の 押し の 部 分 は も ゃ つと 小さ く な り > 新湯 
区 田 の “ 導 じ ' は “| き ” と な ら ね ば な ら な く な る . ど つ ち Ic し て $ 圏 博 士 の 錠 弧 の 岳 き 


本 々 あて は ま ら な い : 多 ち この 地震 は そ ホ で ビ チ ッ ク 層 を 導入 し て も や は り 断 慎 型 式 式 の 初動 


分 布 で は な い 事 に な る ・ 5 3 
河 角 廣 博士 は 昭和 3 年 7 月 27 日 (1928 年 ) 回 栖 の 地震 を 調査 せら れ た が , その 忠 


し な けれ ば な ら な い , と 鞍 べ て も お られる. これ は 寺 見 で は ある が , か う 輝 べら れ た 根 擦 は 。 
。 開 東大 地震 の 深き を 20 と し て ちら れる か ら で あ つて , これ は 松韻 臣 誰 博士 の 研究 CD が 


て お る よう 見 える けれ ど , これ は 震央 の 位置 を 疾 え る 事 に よ つ て 解消 する と 思う ・ に 
る と 深き は 20 で な く な る ・ 

か うし て 確定 的 な 調査 は 現在 まで な か つた と 言え る ・ 

3. 筆者 の 研究 「 

民 央 を 決定 する に は 先 づ 各 地 の 初 動 方 を 必要 と する ・ その た め 所 象 要 覧 を 始め 。 報告 と 計 
う 報 結 部 調べ て みた けれ ども , 上 下 動 成分 の 大 き さ を 観測 し た も の は な か つた . その た め 
持 測 され て を る 初動 方 向 の 取捨 涯 近 と に 大いに 迷 つ た の で ある が > 國 富 博士 は づつ と 後に な つ 

NM 2 と TO 間 0 あ EC の れ の の 7 


ー NM 了 NP 
、 侍 央 は この 中 は 入ら ない. と の 様 セ 或 る 一 千 決 め る 事 は 田 苑 で ある が 。 後 動 委 布 と 
。 の 開 係 か ら , 前 員 北 相 10 衝 の 地 須 を 震央 と 決め た 。 これ は 坪田 電 二 の 岩 央 と よく 一 致し 
雪 お る ( て 
、 大 菩 の 朋 央 が 決ま つた か ら 夫 時 旧 線 が 出來 る 。 の 寺 0G2 の 3 
全て の 製 測 ( に よく 合う の で ある ・ 曲線 を た ゞ ーー つの 曲線 か ら 肌 來 て お る と 考 を えて も よい が , 
モ ホ ャ ビ チ ッ ク 居 が 存在 する の で 二 つ 以上 の 曲線 で 貞夫 て お る と 考え る べき で ある 。 この 
、 事 に つい て の 詳し い 研究 は 本 問 正 作 投 家 と よ つ て な され て お る CD. さ う する と 上 訂 の p 濾 | 
の 聞 度 は これ だ け で は よく 分 らち な い が 。 下 居 の p 波 の 速度 は 7.5 km/seo と な る 。 女王 向 
、 財 の 年 径 は 130 首 と 求まる ・ この 走 時 肌 続 は 深 さ 45 許 の も の に よく 一 致し て お る の で , こ 
、 の 地震 の 深き は 大 概 45 針 位 で あろ う . 内 み ic ps か ら 居 源 厳 の 大 き さ を 求め る と 。 その 
任 径 は 8.6 寿 と な る G②. 
_ 表 K 初 動 分 布 を 控 査 する ・ これ は 震央 を 園 ん で , 
。 是 誠 , 池 東京 が “3W じ "で あり , その 外 の 布 
、 前 橋 , 熊谷 が “引き” で ある の で , 震央 を 圏 む 椿 
の 大 き さ は あま り 大 きく に も 小さ くに も な らち な い 
、 で , 檜 周 の 長 租 は 大 忠 60 妊 と 求まる 震央 か ら 東 
、 ガ ^ 10 敷 灯 し か 苑 ん て いな い . これ より 頂 角 120* 
の 押 還 多 型式 ( 治 名 義 説 B 型 ) の 地震 で あつ て , 
、 その 皿 は 分 直 か ら 東 え 2 位 央 いて お る 事 に な る . 
これ を 求め る の 用 いた 内 部 構造 は , 地表 より 20 
半 迄 を p 波 の 速度 5.0km/sec の 肩 と し , それ か 
_ ちら 30 寿 迄 の 眉 を p 波 の 速度 6.3km/sec の 居 と 
: その 下 は 7.5km/sec の 層 と し て ある C③、 RA 

_ う する と 自然 に 軸 向 園 外 の 人 線 が 決ま る . その 一 つ 


デー 


Rn 


人 


は 仙 吉 の 少く 西 を 通る . 他 の 一 つ は 海中 に あつ て 親 - 5 も 
3 ま 犬 正 12 年 9 月 1 是 2 年 ) 開 東 大 
測 き れ て いな い 。 Hig. 1 を 参照 せ ち られ た い 。 地震 初動 分 布 


に 結 言 ィ に こる 
以上 を 婦 約 する と , 現在 まで の この 地震 に 圭 す る 調査 は 不 完全 で あぁ つ て , 移動 分 布 を 説 明 
と し 得 な い . よ つ て 和 健 者 は 岩 大 爆 華 説 の 立場 か ら ④, この 地震 を 調査 し 直 も し , 決し て 四 象 


。 この 地震 の 調査 は , 和 填 清 天 博 士 が 筑 征 前 本 問 下 作 拓 家 に 再 調 査 すべ き 地震 で ある ド 
、 され , 筆者 は それ を 本 間 技 定か ら 聞 き , 再 調査 し て 決 論 と 達し た も の で ある ・ 本 調 衣 な あぁ た 
。 つ で は 利夫 随 士 。 本間 正 作 人 は 議 の こと 井上 全 誠 提 二 の 境 を か た じ け な 
Sei o 詳 5 記し て 感謝 の 意 を 表し ます . 
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_ 高木 : 震源 第 十 七 報 初動 分 布 型式 に つい て , 未 半 


< 燃 震 溜 の 中 で 炊 因 が 召 し て 起 つ た も の で あろ 
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本 


靖 放 に が が 犬 正 12 年間 大 地 震 源 の 多 元 価 と 此 地 角 に 関連 せる 也 司 委 と の 肝 作 に 就 の 
地震 , 第 1 谷 昭 4 (1929 年 ) は 
松山 基 範 著 : 埋 近 の 地震 克 大 14 1925 年 と 
素 .Suda: On the Great Japanese Earthquake of September Ist 1923, The Memorm 


同 : 節 線 の 位置 と 綴 震 力 の 方 向 , 同 第 5 欠 大 14, 1925 年 

中 村 左 衛門 太郎 : 開 東 大 震 災 調査 報告 。 震 珠 報 告 , 第 100 殊 大 14, 1925 年 
冊 富 信 一 : 開 束 大 地震 の 験 寺 克 的 考察 , 験 岩 時 報 。 第 8 知 昭 4 1929 年 
(6) 誠 照 


T. MatuzaWa: Observation of some of recent Earthquakes and their Time-Distance 
Curves Part 1, 震 研 細 報 第 5 朋 昭 3 1928 年 . し 
林間 正 作 : 走 時 曲 称 解 析 に 於 ける 不 連 績 耐 の 影響 , 地震 第 8 乱 咽 11, 1936 年 
高 本 聖 : 震源 城 の 大 きき に 就 いて 。 幼 戸 海洋 気象 豪 幼 報 , 集 156 金 。 昭 25, 1950 年 


筆者 震源 第 一 報 より 第 十 七 報 を 参照 し て 頂き た い ・ 未 湊 表 の 部 分 も ある が , 主として 騰 震 陵 
報 , 海 と 空 に 掲載 きれ て お る ・ 


北 
(昭和 25 年 8 月 20 日 受理 ) 


Distribution of Seismic Intensities in the Down-town of Tokyo. 


G. KitazaWa 


in order to indicate the degree of Solidity of 


時 
>)9 ん の 


。 The writer introduced the coe 仙 cient ゲニ 
ァ 和 As 

e ground in DiS DreViOuS DaDer.- 6 
_ In that Daper, the coe 拓 cient 7 Was compared with the Dercentage of totally collapsed wooder 


uSeS in CaSe of the Great Kwanto Earthquake. 


Tn the present paper, 7' iS cornpared に し 
_dammage to reinforced concrete buildings caused by the same earthquake. 


_ Degree of damage and coeficient 7 are related linearly referred both to wooden and rein- 


_forced concrete structures. Hitherto, the distribution of seismic intensities of an earthquake in 


Therefore, 
te result obtained in this Way is strongly infHuenced by the strength of StructureS・ The coe 抽 cient 
4 on the other hand depends upon the geological structure alone, and the determination of seismic - 
intensity based upon 7 Would be more reasonable and exact. 


different localities has been figured out by investigating the damage to StructureS. 


た 


8 (1) 私 は 24 年 の 本 誌 に ,「 地 の 硬度 と 震 害 」 を 書い た . その 中 で ? ニ ー ニ ーー 和 - を 以 て, 』 
、 地 堪 の 人 朗 を 表す も の と し 大 正 12 年 齋 秋 の 本 汗 物 の 全 渡 楽 と ァ と 比較 し て 見 た 。 そ 
の 後 。 同 須 衝 の 委 骨 作 及 衝 入 コ ンク リー ト 軒 造物 の 侍 害 と と を 再 比 し て 見 た の で , 少し く 


の 犬 正 12 年 開 東 震 災 営 時 は , 斬 高 100 尺 , 8 隊 直 の 角 骨 造 の 高 居 旬 人 は 現在 の 欄 
多く 存在 し な か つた . 東京 に 高層 建築 の 多 く 出来 た の は , 震 災 復興 と し て 負 來 た の で あ 
Se 大 正 12 年 に は , 鐵 骨 造 高 居 建 築 は 炊 の 九 棟 に 過ぎ な い 。 研究 の 克 料 と し て は 年 遺 慌 敷 


be : 

。 半 約 名 析 | 町 高 | 磨 | 玩 二 | 棒 。 。 知 | 陵 害 程度 | 場所 
8 朋 信 ゼル 100/ 7 |1036 鐵 辿 , 鍼 筋 4.3 3 

第 一 相互 ビル (京橋 ) 100/ 7 511 潤 骨 , 書 4.0 4 |? 京橋 
千代 田 せ ビル 100/ 7 430 ' 
興 業 銀 行 98 | 7 | 561 

海 上 せ ル ( 准 館 ) 97/ 7 お 

却 ノ 肉 せ ん ル 109/ 8 |2191 . 

日 本 石 洒 ピ ル 100 7 743 

郵 毅 ビ ル 100 7 |1389 

東 京 合 館 86/ 5 512 


2SloACWP 電 osrcuc 
の 得度 て 衣 じ て 技術 拘 の 狼 本 か ら 刊 定 し て その 仁 
を 定め た 即ち 企 開 c 間 み の 朝 借 を 生じ た も の を , 4 。 
又は 5 ょ した.。 丈 で 最も 彼 害 の 大 きか つた 東京 創 館 0 
時 6NNN ボ 5 
! 備 言 造 ) 第 / で , 鐵 の 柱 が 曲 つ た の で , 之 を 被害 程度 50 と し た . 


で ある ・ LR コン ンコ 郵便 どん その 他 は 。 Sm 
* 18 と 大王 の 定 さ られ た 。 人 の 合意 を 外し て 。 表 作 を で 


示し aa 


LE し 


「 人 の 表地 索 授 の ァ は 。 高大 建 策 で ある か ら 」 各 建 物 と も , 自家 給水 の た め 。 サク 泉 を 
有 し て 居り , 1 上 BICKCHC あ る の で 。 Sc が っ て 外 IR し た その 建物 直 To 
地 毅 の * で ある か ら , その 皿 は 精確 の も の と 甘え る . 上 2 
(3 ) 大 正 12 年 須 災 其 け る 仁 筋 コン クッ ー ト 造 建物 の 震 害 の 論 料 は Fm Mi の 隅 。 
方 < 在 る ・ 面 し て 構造 材料 の 柱 質 上 。 全部 用 震 し た も の も あり , 奉 器 後 少 の 欠 提 を 生じ た 。 
, に 止 つ た も の も ある ・ 被害 の 概 抽 は 木造 に 似 て , 鐵 骨 造 に は 似 な い . 従 つて 被害 程度 の 選 分 
、 は , 本 注 。 年 江 。 大 息 拓 。 小 破 拓 と 還 分 し 得る ・ と の 開 保 は 第 2 男 の 様 で ある 、 木 開 叶 
造 , 鐵 筋 テコ ンタ リート 造 と も に , ヶ と は Hinear の 開 ー 
係 を し て 居る ・ 2 
鐵 筋 コン クリ ー ト 造 は 。 12 年 震 災 で は は , 山の手 と 
於 て , 被害 大 , 下町 に 於 て , 被害 少 , 爺 ち 山の手 赤 主 
地 居 に て 被害 大 きく , 下町 の 沖 柄 層 地 菩 で , 被 守 少 な 
3 強い と の 説 が ある , 然し 是 は 更に 詳細 な る 調査 を 要する 

休 馬 シク リー ト 各区 = 思 。 事柄 と 考え られ る 。 山の手 は 多く の 谷地 が ある 。 
(1) 上 野 吉 と 本 卿 喜 と の 問 の , 藍染 川 , 不忍 池 の 谷 , (2 ) 本 卿 , 小石 川 嘉 間 の , 小石 川 
の 谷 , (3) 小石 川 と 牛込 畜 問 の 江戸 川谷 等 で あ も る. 此 の 谷中 の 試 雛 を 栓 すれ ば 上 部 は 沖 
積層 の 粘土 で も ある. 西 し て 新 と 被害 分 布 園 を 作成 し て , 詳し く 賠 を 栓 すれ ば , 谷中 に 於 て 被 

定 が 多い . 一 概 に 山の手 に 於 て 第 鶴 大 な り と も 芸 え ぬ 様 で ある . その 統計 は 次 の 通 で ある 


0 
た 


。 久 舌 = ンク リー ト 半 物 科 守 分 布 琴 


全 注 | 企 注 | 大 破損 | 小 破損 


BIV4 
16 
26 


二 1 る 3 
Ri 


和 め 疾 二 区 必 滞 きき 。 壮 弟 吾 衣 | 


R 
こっ 
ーー 
ーー 


導電 


to らら ら 選 S ロ 上 ロロ らい ロロ GOGOo 
ニ 


OO20( で つ 】IKGNGC つ 叶 で つ (9 で つ IRO つ GKG つ 記 ! に り 店 りつ 95 で つう Ii で つ 2 で つ 台 お 
ONE つつ りつ 上 つ DR900G い の らら) ご *。 の 5 で 
の の 〇 の の の O @ Qi いい 〇 


導き 還 


KS 
〇 


和 消 着 記 ココ 財 > 芋 旦 常 番 
2 導 


時 


【 に 
185 | | 赤土 上 の 害 款 - ーー32.82 - 


本 拉 me = 3622 上 の 枯 事 58 36.522 


信和 先生 は 導 政 地 堪 と 大 正 地 堪 と の 公 分 布 園 を 作成 され た 。 と 信 

を 差 と し て 居 ら れる ・ 犬 地震 の 岩 度 が > 各地 固 で , 地震 計 に 使 つ て 詳細 に 記録 出來 る 施設 

が 田 夫 る まで は , 被害 分 布 を 基 と する の も 止む 事 を 得 な いと 思わ れる 。. 

_ 然し 彼 守 分 布 は 建物 の 構造 上 の 良知 の 差 典 が 介入 し て 失策 確 を 包 く 儲 が ある 

、 釣る 私 の 提案 し た 。 地 獲 の 硬度 ヶ は , 地 境 造 と 地質 の 突 下 散 を 基 と する の で , 得 値 と 

_ し て は 精 礁 で ある , 7 を 基 と し て 肛 度 を 決定 すれ ば , 分 布 を 基 と する より $, 一 自 の 精 

を 淀 み 得る か と 思わ れる . 

' で で な は と の 応え 休 半 し て 。 人 の 愉 を 如 人 探る か と 球 う 事 で あ 

- る 此 の 事柄 は 私 に は 企 て 及 ば め ぬ 上 難問 で ある . 

' (5 ) そこで 臓 み に , 大 き な 節 定 を 思 く . 色 ち 大 正 12 年 農 作 浴 て 。 東京 下町 於 て は , 
木 間 物 の 全 洪 率 と 万 と の 開 係 は 直線 了 開 係 C 在 り と する 面 し て 他 浪 率 と と の 開 係 

を 妥 み 合せ て ヶ か ら 万 を 決定 し , 次 の 表 と 震度 分 布 画 第 3 周作 つて 見 た . 誠 粗 凌 な 任 
方 で ある . ' 
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YU 5 二 > 二 に の 二 に た -] 32% ニ 
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に | イッ | 
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- 偶 名 及 鈴 筋 コ ンク ッ ー ト 3 造 の 被害 に 就 て 
は 大 人 8100 半 内藤 お 
田 氏 の 報告 を 参考 と し, 鐵 筋 コ ンク リー ト 造 と て 
、 の 生 計 及 技 守 分 布 賠 は 新 に 作成 し た 。 
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上 還 コ の 較 陣 生じ 
昌 呈 人 コー ) | 
還 9 入 記 PL 
d 当 に P 


っ ンー ヾ 


に 


喚 和 1 19 一 21 年 題 著 , 利 拓 地 居 震 ま 


に / 
MD の 地 人 告示 の 叶 を 下 で いる ひで 。 な 地 須 の を 載る 


昭 和 19 年 … 
、 種別 2 東 経 | 北 線 | 竣 さ 大 
1 11 10 34| 宮古 北東 .50 衝 沖 142.4 | 39.9 | 40 半 38 
題 | 2 1 14 15| 機 舞 岬 西南 西 沖 142.1 | 41.8 0 MV 
3 10 15 40| 六 戸 東方 兆 。 w | 142.7 "40.5 0 W 
Io 22 07 10| 六 戸 東北 東 約 140 御 沖 - 143.1 | 40.9 | 50 W 
。 。 征 | 6 2 11 26| 入 戸 北東 沖 142.6 | 40.9 | 50 還 
3 13 11| 鳥 鳥 南西 沖 ( 深 ) 139.6 | 30.2 |-380 | Ii 
_ 題 6 20 48| 入所 北東 沖 142.2 | 41.3 | 60 IM 
き 燥 7 19 15| 大 分 一 民 「 東 午 島 兆 131.9 | 33.5 迷 ト ぐ ツヤ 
の 16 13 17| 茨城 一 起 浦 府 近 a40.5 | 36.0 | 海 ャ Y 
精 20 21 17| 模 箇 岬 南東 沖 Td 143.9 | 41.4 40 年 
_ 征 | 7 2 16.29| 奈良 一 十津川 上 流 城 ・ 135.6| 34.1 |】 浅 | TTY 
4 失 1 7 07 40| 六 戸 東北 東 沖 143.5 | 41.0 | 状 。 | 
- 明 10 21 30| 釧路 南西 沖 ( 征 深 ) 144.0 | 42.8 | 100 
_ 題 | 8 18 19 33| 金華 山南 東 沖 142.2 | 3778 に 上 T 
_ 稽 | 9 2 08 30| 金 開山 東方 沖 142.3 | 38.2 | 60 H 
10 3 05 29| 入 戸 北東 沖 142.5 | 41.0 50 Y 
- 題 | 15 00 16| 洛 海 州 ( 党 ) 、| 136.0 | 46.5 | 深 I 
_ 征 15 10 02| 尻尾 崎 東方 沖 142.0| 41.5 | 小 和 
題 26 07 14| 編 島 螺 沖 141.9 | 37.7 50 W_ 
是 |12 1 23 55| 金 業 山 北東 沖 .| 142.1 | 38.6 60 Y 
- 稽 | 7 01 27| 山形 一 左 澤 附 近 140.2 | 38.3 | 李 浅 | 還 _ 
S 駐 。 7 13 35| 熊野 灘 一 東南 海 大 地震 136.2 | 33.7 | 極 淫 | 電 
_ 題 7 15 25| 骨 野 灘 136.5 | 33.5 | 極 滞 征 
時 7 15 48| 角 野 其 136.5 | 33.7 | 極 浅 | 
生 8 05 57| 大 島 南 方 沖 139.5 | 34.4 30 | 
吾 9 03 20| 御 凍 崎 南 々 東 沖 138.5 | 34.1 淫 NM 
顕 12 19 25| 志 礎 御 鳥 南 々 東 沖 137:1.| 840- 0. 柚 避 SN Y 
顕 17 00 31 | 熊野 用 河口 沖 136.1 | 33.7 | 極 滞 IM 
是 19 23 09」 海 で っ 124.0 | 38.0 | 極 浅 ] 息 
策 20 05 37| 釧路 南東 沖 146.0 | 42.0 | 極 浅 | 大 
和 29 20 02| 東京 灘 箱 橋 沖 140.0 | 35.6 | 0 
昭 和 20 年 
細 有 1 寺 な | の 。 天池 還 相 0 人 
精 | 1 1 17 51| 訪 島 一 松川 浦 沖 141.4 
策 3 21 15[ 天 衣 用 河 日 附近 137.9 
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4 
月 
1 


撮 捉 島 南 方 沖 ( 策 深 ) 


0 43 岡崎 市 附近 
13 03 33| 漏 美 導 一 三河 地震 187.0 | 34.7 0. 2 
16 22 36|: 混 美海 11987 | 4 が 9 人 J20. Ne 
24 18 32| 入 玩 島 南 方 沖 ( 深 ) 139.5.| 29.5 | 260 | TI 
27 06 06| 伊豆 生島 南方 沖 138.6.| 340 | 20 | 
10 13 58| 入 戸 北東 沖 に 朱 23 40.9 | 80 4009 
18 07 35| 入 戸 東北 東 沖 | 142.5-| 40.8 | 80 | 重 
18 19-08| 尻 屋 崎 東方 沖 に 141.7 | 41.4 半 0 年 
27 05 04| 入 戸 東北 東 沖 に 42.7 | 4089 60= 本庄 軸 
12 06 38| 扇 島 牟 衝 4 や ト 972ー Oc 
12 19 22| 訪 島 上 沖 叶 当 衝 252 | 3734 | 40 征 
10 10 22| 浦河 南方 沖 143.0 、 41.8 |40C50 
12 06 52| 三陸 沖 | 145.5 40.5 30 NG 
19 08 37| 手提 鳥 南東 沖 ( 生 深 ) 149.0 | 43.8 | 150 『 
29 09 25| 六 戸 北東 沖 142.5 41.0 40-60 
31 20 08| 削 州 訣 沖 137.7 34.2 |40-60| 需 
1 03 12 | 編 島 能 北 東 沖 ・ 142.6| 37.7 | 60 |  。 
8 04 55 | 福島 沙 東方 沖 144 に 2Z-| 37.3. | 0 抽 還 
17 05 05| 千葉 一 我孫子 附近 140:0.| 35:8 | =0i 村 5 
21 21 35| 演 松 附近 187.9 34.6 | 40 還 
22 18 19| 紹 沙 布 昨 南 東 沖 | 147:0 | 42.4 | 60 1 い 
26 08 40 | 金華 山南 東 沖 - | に 34E8v 37:9 60 35 
11 10 10| 相川 附近 | 198:| 38.- | 浅 | 画 
21 21 43| 宮古 東方 沖 143.- 39.- 極 浅 。 W 
29 04 19| 人 入 到 島 南 方 沖 =140.- | 31.--| 北 
19 21 28| 徐 裳 叫 南 東 沖 4: ボ 1 介 :5 で | 3 
9 19 56| 角 野 灘 ( 深 に 370031 94:1 (| 60 ミ 議 還 
9 23 37| 納 沙 布 中 南東 沖 ( 深 ) に 147.2| 42.8 | 300 証言 
24 14 15| 蘭 城 一 吾 河 附近 | 139.8 36:2 "| 20. NRN 
18 01 07| 北海 道 積丹 中 西 方 沖 ( 深 ) 139:5 | 4952 キー9405 証 還 
1 21 10 | 佐渡 島 北 東 沖 139.0 38.5 40 」 還 
昭 和 21 年 
時 な | 圭 内 地 名 | 東経 | 北 如 さ 員 大 央 族 
6 10 56| 簡 近 岬 東方 沖 143.9 | 41:9 50 所 
11 10 35| 満 沈 其 河 附近 ( 湊 ) 131.0 | 45.0 600 で の 
30 03 50| 千葉 一 大 綱 附 近 140.4 | 35.5 40 和 
31 03 19| 小 名 濱 北東 沖 141.6 | 37.5 40 
17 23 21 | 牧 肛 鳥 附近 139.6 | 33.9 70 H 
20 22 1 | 東京 疾 140.0 | 35.6 0 邊 
21 19 32| 潮岬 附近 : 35.7。。 39.5 50 NM 
2 21 50 148.0 | 44.0 | 150 ll 


色丹 島 北東 沖 ( 策 深 ) 
潮岬 南方 沖 ( 深 ) 
六 充 島 北東 沖 

釜石 沖 

金華 山南 方 沖 

浦河 南西 沖 
宮城 一 気仙 沼 附 近 

入 玩 島 西方 沖 ( 生 深 ) 

入 戸 東北 東 沖 

知多 生島 ^ . 

小 名 演 東南 東 沖 

三陸 沖 

鹿 島 部 

金華 山東 南東 沖 

入 玩 島 東 方 沖 

| 興 錦 海峡 

鹿島 落 

鹿 島 灘 

千葉 一 三里 塚 附 近 
北海 道 積丹 岬 西方 沖 ( 生 肖 ) 
- 訪 島 沖 
潮岬 沖 一 南海 道 大 地震 
潮 中 南西 沖 
和歌 山 一 田邊 附近 

根室 南東 沖 

室戸 中 南 東 沖 

和 戸 岬 東方 沖 
熊野 落 ( 深 ) 

根室 南東 穫 沖 
高知 一 魚 梁瀬 附近 
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まま EE ます 


励 る っ 8 お 88。c8 


きき 。。 


違 器 品 戸 過 品 隔 還 過当 下 圧 戸 呈 当 下 で コ 引 引当 引っ 引 抽 引戸 直正 還 | 


3 電 0- 
三 疾 山 本 近 の 地 瑞 昭和 25 條 8 月 22 日 12 時 04 分 頃 島根 朋 三 拓 山 附近 一 坦 に 表 り 震度 用 到 Y。 

、 その他 同 東 部 で 震度 乃至 暫 の 地震 が 起 つ た 震央 は 三 板 山 用 近 で 。 柏 く Iocel な 地震 で あつ た が 。 
、 同 地 方 で は 昭和 5 年 12 月 23 日 座 鳥 朋 三 盆 地 の 地震 以 来 の も の と の 事 で ある 、 震央 只 近 で は 弁 戸 水 1 
、 が 自 濁し 。 柱 叶 対 が 止 り 。 棚 の も の が 落ち た り し 所 に よ つ て は 歴 , 建具 に と で が 入 つ た り し た 程度 で : 半 
、 あつ た が , 戦 層 な 土地 で 著 干 の 地 還 れ , 地 所 り を 生じ た . 此 の 地震 以後 松江 測候所 で は 27. 2 

5 回 を 感じ 岩内 近 で は 15 妃 至 16 回 の 欠 震 を 感じ て 居る . 何 ほ 同 地方 で は 23 日 に は 総 日 約 十分 お 
き に 地 鳴 を 聞い た と ゆう . (松江 測候所 より の 調査 報告 を 参照 す .) eK SS 


西 隊 の 地 鍵 。 明和 5 條 8 月 15 09 の 地 に な 大 き な 電 本 
SN その 間 ウ ィ ー ベ ルト 地 居 計 は 


結 


還 了 近 で SO た . 西部 さ ン ガル の シリ ガル に 大 彼 雪 が あり , 0 
すっ 州 マ ー チ で は 地震 に 依る 家 必 の 個 嘩 等 に よ つ て 起 さ れ た 砂 際 の 信 で あら う 。 疾 准 空中 が 暗黒 化し 
た と 報せ られ た 。 ニ ュー デリ ー に 達し た 最初 の 公報 で は 姓 200, 家 還 の 側 10 六 。 遇 百 上 シ セー 
の 損害 を 圭 つ た と 云う 事 で ある が , 更に 死者 千 名 と 報せ られ た 震央 附近 は 極め て 人 昌 税 灘 な 謀 で ある 
か ら 克 者 は 此 の 程度 に 止ま つた の で あろ う が , 被害 を 苦 つ た アッ サム 州 和 せ 約 1.000 衝 程 あり 。 激 思 城 
、 は 算 に 慶 大 と 推測 され , 地震 に 偽 つ て 生じ た 地震 の 久 で あぁ ら う 。 Braharmapa 河 が 流木 危 区 の 死 
、 土砂 等 で せき 止め られ 。 下流 大 に 洪水 を 超 し 印度 政府 で は 地震 で 生じ た 此 の 天然 の ダメ 破 壌 の 師 に 飛 
2 を 生き せ た が 人 に 濯 を 防ぎ 介 な か つた よう 比 の 地震 は 勿論 世界 各 図 の 地代 計 に 記 銚 され た 
、 が , 外 電 の 報 ず る 世界 の 描 測 所 の 開 奏 を 掲げ る と 。 ソ シン トン 地震 研究 所 で は 3 周 間 に 互 つて 地 左 を 記 
祭 し , ソン ント ン 大 玩 で は 地震 計 設 各 以来 最大 の 地震 で あつ た と 云い 。 ボ スト ン 大 悪 で は 妥 年 未 の 列 し 
い 地 震 で あつ た と 報じ て , 何れ も 震央 は アジ ヤ の 何 慮 か で あろ うと 推定 し て 居る - 何 ほ スイ ス の ヌー シ 
ヤ テ メル 気 象 替 で も 表 列 な 地 震 を 記 鉄 し た と 報告 し て 居る . U.S.C.G.S. の 報告 で は 。 震央 は 28.5IN。 
97 5 で Magnitude は Pasadena で 8.5 あつ た .。 更に 本 震 に 績 いて 8 月 未 迄 に 我 が 國 で 30 倫 回 の 
、 鈴 震 が 翻 測 さ れ た が . 外 電 は 9 月 13 日 本 震 に 相 演 する 程度 の 欠 震 が あり 。 本震 で 倒 奉 に 源 し て 居 た 建 
物 は 此 の 多 圭 で 惹く 倒 譲 し た と 報じ て 居る . ” 
火山 活動 概況 1950 年 に な つて か ら 。 要 島 阿藤 山 , 大鳥 三山 , 淫 間 山 が 活動 し た . ' 
櫻 島 は 1 月 か ら 6 月 まで し ば し ば 次 色 煙 が 山頂 上 に 噴出 され る 程度 の 活動 羽 態 で あつ た が 。 7 月 に は 
4 日 ・5 日 ・19 日 ・22 日 ・24 日 ・25 日 。 8 月 に は 9 日 ・10 日 に 机 島 で 隆 克 が あり , 7 月 25 日 ,8 
月 8 日 に は 鹿 晃 鳥 市 に 隆 大 が あつ た . の 8 2 
、 同 交 LI 中 引 第 1 火 曲 は 1 月 。2 月 に は 活 烏 を 時 し て 噴石 活 動 を 績 け , 1 月 4 日 ・2 月 2 日 に は 火 日 丘 
_ 内 で は 寺 た お 赤 持 に 見 える 約 1.5 m 大 の 噴石 が あげ らち れ て いた . 3 月 5 日 か ら 噴 石 は や み , 3 月 10 目 
ご ろか ら 第 1 火 日 区 に 湯 が た まり , 活動 は お だ や か に な つた が , 3 月 27 日 ご ろ に は , た まり 湯 画 の ほ 
ほぼ 中央 部 に 泥 湯 の 噴 泉 が みとめ られ , 4 月 12 日 ご ろ に は 火口 底 の 湯 の 量 も 減少 し , 4 月 15 日 朝 に は 
つい に 爆 衣 が 起 つた -. ' 
4 月 15 日 5 時 34 分 どろ の 灯 衣 : 第 1 火 底 南部 か ら 鳴動 と と も に 噴煙 ・ 噴 石 が あげ られ た , こ 
の 噴 頑 は 自 色 多量 で 2,000 m の 高 さま で 舌 し , 噴石 は 火 日 か ら 200-300m の 地 同 まで 2m 大 , 500 
m の 地 駒 まで 敷 十 cm 大 の も の が 落下 し た . この 2m 大 の 叶 石 は 落下 後 , 火 日 の 西方 約 1 km の 嘘 
苑 に ある 測候所 か ら 環 分 間 赤 熱し て いる の が みとめ られ た . 
。 4 月 15 日 6 時 03 分 ご ろ の 爆 散 : 第 1 火口 底 中 央 部 か ら 爆 本 が 起 つ た . この と き に は 極 多 時 の 時 
_ 燃 が 2,000m の 高 さ に , 路 石 は 500 m の 高 さ に 達し , 山麓 で も 電光 が みとめ られ た . な お , 火 ロ の 北 
方 で は 約 600 m の 避難 所 まで 大 小 多 明 の 落石 が みとめ られ た . 


で 第 1 際 に は 湯 が た まり は じ め た 6 月 26 日 ご ろか ら こ の た ま まり 湧 か ら 砂 まじ の 泥 湯 の 噴 泉 が み 
と め ら れる よう に な り , 7 月 後生 に 舌 回 , 8 月 に は し ば し ば 鳴動 が 測 侯 所 で 開 え る よう に な り 。 8 月 28 
2 了 の 中 央 部 と 東部 29. 価 所 に 光導 が みとめ られ 。 中 央 部 の か ら 吉 
噴 始 が 者 測 さ れ た . 1 83 
三原 山 は 1940 年 8 月 19 日 の 噴火 以後 活動 は お だ や か で あつ た が , 1950 年 7 月 16 日 15 時 ご ろ 
に 噴火 し た . | - る 
7 月 16 日 15 時 ご ろ の 噴火 : 同日 10 時 7 分 ご ろ に 大 島 測候所 の 地震 計 に 微動 が 記 人 多 さ れ は じ め , 
同日 15 時 こ ろ に 噴火 が お ょ つた - この 噴火 は 内 輸 山 (三原 山 ) 底 に あつ た 春 約 300 m の 約 火 南東 合 
、 水晶 内 壁 上 旨 火 品 弥 の 約 30 m 下 の 地 匿 で お こり , 赤熱 の 石 を 約 70m の 高 さ に 噴出 2 署 火 日 附近 で 
は 鳴動 , 地動 が 感 ぜ られ る 程度 で あつ た . 
。 7 月 17 日 に は 秦 火 底 (噴火 前 の 深き は 約 150 m) 北西 部 か ら 燈 閣 の 湯 軸 が みとめ られ た . 
、 7 月 23 日 の 活動 羽 況 : - 奮 火 南 東側 火口 内 壁 の 赤 捉 叶 石 活動 , お よび 響 火口 底 の 次 岩 の 湖 田 活動 は 
、 活 ば つ で あつ た . 噴石 は 5 一 15 秒 ご と に 爆 理 と と も に 赤 持 叶 石 が 噴出 火口 上 約 150 一 200 m の 高 さ まで 
。 うち あげ られ ,。 この うち 。 約 1.5m 大 の も の は 多 明 内 輸 底 内 に 落ち , 火山 麻 は 南 一 東側 内 輸 山 を こえ 
。 て まき ちら され た . この 活動 の 盛ん な と き に は , 内 輸 山 上 で 爆風 。 地動 が 感 ぜ られ , 内 輸 山 一 各 が 明る 
、 く 照ら し 出さ れ て , 山麓 元 寺 で は 火柱 が 見 え , 戸 障子 が 手動 し 。 全島 で 鳴動 が 開 え た . この 噴石 の 落下 
玲 積 と , 曹 火口 底 の 燈 岩 の 上 衝 湧 田 と の た め に , 玲 全 火 日 底 は 埋め られ て 著しく 北 く な つた . な お 。 7 
月 26 日 に は 次 火 南 東側 の 噴火 箇所 に は 噴石 丘 が 完成 され た . ド 
炎 剛 は 共販 加 し つつ あっ た が , 7 月 9 日 か ら 念 に 飛 史 に 坦 大 し た 。 1 
し 生 eMN30eeddeesMiecesd8st ーー 
7 回 , 計 13 回 , 8 月 6 日 に 微 震 2 回 , 8 月 8 日 に 微 震 S 回 が 抽 央 され た -. I 
8 月 1516 日 の 活動 汰 況 : 和 火 記 区 で 江 軸 上昇 を 級 け で いた 論 百 は 8 月 1516 日 に 礁 火炎 
麻 を 北側 で 2 ヶ所 南側 で 1 ヶ所 , 南東 側 で 1 ヶ所 , 計 4 ヶ所 で あふ れ て , 次 流 と し て 内 輸 底 に 流 田 」 
し た . これ 5 4 ヶ の 次 岩 流 は 8 月 22 日 16 時 に は 合流 し , 内 輸 底 を 埋め つつ あつ た 。 


em ペ ーー eeeorto 


の 内 
ーー た の YPome み ー < 


、 8 月 2829 日 の 活動 秋 況 : 軒 火 南東 側 の 火口 庄 は さら に 振 大 し , 高く な つて , 8 月 29 日 に は 三 
原山 最高 所 (755 m) 近く まで 高く な り , この 火口 丘 の 南側 に は 簡 約 100 m の 時 踏 形 の 火口 が 策 寺 し . 「 
その 火口 底 に は 燃 岩 池 が た た えら れ , 欧 部 噴石 活 動 が 績 けら れ , 内 輸 底 の 導 岩 流 は 同 底 の ほぼ 全部 を 埋 
_ め つく し , 北西 側 共 輪 山上 の 火口 茶屋 直下 の 監 覗 記 も る まさ に 埋め られ よう と し て いた . 

内 輸 底 を 滴 た し た 燃 岩 流 は 9 月 11 日 夜 年 に 火 日 茶屋 の 東部 の 内 輪 山 最低 部 お よ ょ び 火 昌 茶 尾西 履 に 
達し , 9 月 13 日 21 時 ご ろ 内 輸 山 頂 北西 部 か ら 北 西方 向 に 流出 し , 9 月 18 日 に は 西側 火口 原 ( 沙 注 ) 
調理 部 に 送 し た . 9 18 月 日 に は 内 輸 底 南部 の 噴石 丘 の 噴石 活動 は 王 え , 9 月 23 日 に は その 活動 は や み 。 
三原 山 の 噴火 は 7 月 16 日 以 欠 約 70 日 ぶり で その 活動 が や ん だ . 
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地震 」 投 稿 規定 


原稿 は 原稿 用 紙 に 横 書 に 認め , 盆 名 は 斑 侵 名 を 用 いる こと ・- 
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